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1 B 1 

淑ー来分画乙桑 I~ お 'rる刈Ru ._.2'TRh の迅速分離と化掌

鈎挙動。

京大 ff，~私的次郎・ 011、L1、峰夫・藤永た-*p 

ルテニケム ωl~ ， 。ーブェナントロリクヒ極めて霊換不活，性 rtf.錆俸を生手記しJ 之

のもの l~ ， rゃ CQ.04:者の大きな隊イ才シ乙じも 1-:)it.動的放電撃の主主 ω初勝
媒)'，よ〈タ伽す奇ニ乙 11i晃〈ふう札て凶 t '"ーオロジ、汐 A)L ラ{崩のもの U刊九グ

ントロ 11シと事走行鋳傍t..1竹林付噺とれ tt13Pきれバ体iく、かうめ

てける z と.l~ lt 1~ 1t. 若干の投l司 E 凶広いてい g.

今回， Il>
b
Ru. E. lfl" z いlス 0-7'"ナント12-'/ ~ Rulll)針仲バドの践は

〉とのイ才〉バアーの j命ー i主僻む E レタパて、、る i旬 l~ ，!前妻持】o/， Rh. ~.，水亭 1-:".;r， 
る穿~f傘下て~号帥 jく進地虫される乙と/ヱめ令恥比);1: 1下、否-B埼)'皇t某m稚 猶lぇ依

存亨~ .2と，長 v.~，北与の議 i努訟の陶敬之 みるこヒはじが‘叫らず 1'，~フ Ko. ニグE島
暴三被安捷の動呆と r 環?危<.i毒蝶)の知界との lゐti7ょ・1オ装する kあ|え〉χ?の実
験生 4守フ示 。

同ι<''th伽)ヲιαο4)υし払，U3と過重‘|の 0-71-rシト~ "シ，ゐ‘d:1.ょう7をの仁ド lユ有シ!〆

ア三〉寄金融E)01，。エタノー}レ1:.~事 b、レ J 1みCOHJ..t乞 lf" 'l.. rH 乞(.1:.調老後，弘吉Ot

ε?角屋レ Jをft， 1oo.(..， 1'Z. "z.遺津氏ぜる. ムのるたi食 ε7協""，;J::..tレム乙トハキザ

シイ没浄復， λIC<.Cl04t ¥f、、(..R，比(がμ )ちぐυαキ)包乙 ι之 i降級芝立及。

下マ九lph件 )3ωα'l)3 l;j: T<，比午h仇)ち CC.I04h.と|前撃のすiゑ♀ If、J'1 (問Lいゅh.cb.1αα+ 

1-:..フ¥， (， Ij， t患うれた仁臥y叫J~13t i喜i夜1-::塩崎{.T11z 1 1.... 5阿f.{Cぇi宰jをとし k負，

:;? Q J釘還j弘主ct./:...札r..No..c.l04リ且乏乙 CRh(凶伽h..乙1.，..lG104 芝悼綴之ぜ k"・

rp 11 f，-断幕IJ; 1 特級品乞岩金内 i客等ド通しモすi去1-'婿梨 I -y， tOl宅 ¥f¥1七

]L.テz ラ ムめ 27@乙: [安比(帥仇)3J2tと f/ C10ミI NCS-，子トアフヱ=ー lレ/ぶ‘レー

ト/ピ7リ ム峻イ才ン尋 q T ニ;tシ~&ヲイ才ンバア 1 昔 r エト巳パ'シ ~'y. =ユト~

メタン p 門 I'Bk，ア包トアエノシ 3 毛ノ 7巴 jレパ‘〉ぜンフア且 12;本lレム遂の i客
蝶 f':.タ段山川'ノ段付ンの大い/お企と格破の'1時)-::.よフ乞 r例区_if-衡(J
著しく左長芝れし (~II え f;r:'三トロベ‘ンゼ、ンピ 1司， F高機夢中 1・ 4 段民事官jがニリノ
7 0 t;2..;主 It.--ムず fd，-段侮名しず認めタれτ \10 悲人テトラアエニ}レ~.レート
今J禁日祥弘三大~ 1J f;まf才シτI'J;， 治'J乞のふさ 11i率規キヘ勾分i況は怠ユリ l乙くり-

U 予・テムのす⑨E: f寝室レ Z 宝哉'レ r..... ItJb Rh. f;;t I ιt..... v吋b勾η~ (1ιぎザ乞
持ヲ之い五ガ l才均与が τいばか、〆" '7くとも [.Rh匂h机 ')3]ち十の -::zyブf寺三い予/

ヨンεQf:フヲ均分〆あると宏矢ら札るみで， rRh(pII~)} 1(CJo.千'3I 品、よ〆

r.RhCph凱 hC/z..ユα偽 3合⑥乙ヰ笥乞穣材レ ι と Lヲ〆タ紙i二主乙訴されて u 奇想iゑiえ



後フてふ仇士 二恥 i7.o{t_念物今ス々7トνl孟 p 霊山之記者'1tJ -敏明~ fJ'" I 

分悦ヰ衝がら秀之l}Ll':i"， i老者の者iiT'戸ず'レ t_;になのもの乞!手ー教l号、中、、与

総blt丞し九そこず以後 I'd./令‘々 が'正レいとづれ 3イ仁切の{t_伝吻ゆ竹之守

男長々 ヲ R- Rh仰い吋金替わ温材肱イ芳〉勿t:;;rシバア '1I :=-~山、〉占
/"， ピス l2.-7品也 Z今 1ν) 'Z ~7 1(/ / 1 ，2.-ジ7ωレヱタシ与のゐ 1宅味 l乙 I~ ノ比
鞍 ~Jy よく含旋す 3 がい I 7ゆ白レネルA r オ lレトずフ ~Il/ λ‘シ￠・ン 1"""11手ヒん b・・分院
レ 1与11.. 

)ob Rh 0)差ゆ弘: 106bず橡詩iレT-: (.1<杭くやh時lþJ叶と~塩柔砂金1;( シのイ浮>
バ了ー l (t一審 7 D-h-;J.. 1レ~ I ニート与バシt::y}善のI害拡}-;，特急し干にのら/オくあの i峯
i在三E叙;ε が云之 ，tJ判 i昆伝、ると I i，易i史観ボノおよ α-降格q定費者'ill:7主;じ L.， 叫 Rh.
め木彦〈司会b乙β匙し )b.t臥 m半i威主月は h 物じミわめ之会長、、めで・-;;与のす砂

々がτ・あ 3海域桑 1τ ，[駿〆がミ・うれ矛 'j;}" 1.司1h-フの毎'1乞ネ司、 E 
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図 1: 
1，7r.z巴;1:.1ι 《

2" 1" t 2，2/ーすトラ 7L7 

lレエタシ.

ろノ 0- ジ7tJ. Iレパ~ゼ‘
Y 

4)エト包パ、).-l去、〉イ

限:1- ' 1) E I D，門ιkel'tzie. I 工irtoザII'lucl. Chem 12 tqq (IQ7o) 

2i R， D / ~LII G>.yd I J， A〆 OSToYl't.〆合/1'VA.lki時四， J〆chem.，ラσz

1 qt) I [/066). 

3) c，門ノトlarrisI E， P， Mäe九í3À~ / J， ino>守.t1uc!. ch側当 ，171Clqi手
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1 B 2 糊拠アンアモン今、港存状態ζ その分薄

静えが射目:1ilf" 0神号事d守-f受谷111岡考・舌i司喝戸・イエ本政雄

猪ロ孝司
〔リ濡言
塩脆容認許ずIZl"Sb(m)は自己の湖付事l二よさ効果のr;，."d?¥暖化されて 12勺(v)

i二支品こどが糠告され九九し刀、レ JMH仁l.l.灯のイ生濃度て今 1代 b(ill)の自己噂必

に{指す j~己定柱にフ\lて lま未抗:検討さ札之いな、}。 か主うな佐官露骨安司華麗の吟b(1Ir)

7容宛勺調製l手イと字的t....a.印刷時ウ実力、う官穿であ 3今で 12ちb(1[)OJ調壊とそ今字

定住i三フ¥¥ <:しうぐ乱。これは崎達し(I2.VSb (m )ヒ 12~sb(V) ~ "1令能IjDowサ l

仰いを l奇い 3 持九」勺九が7Jるり号アミンヲイ才ン女将剃 CA伽lit~-I)
をl千二3才由時敬三れ比較勾同様守レ V1-p ti J)' j た~::f~俄榊生アシナモシで
ある 12S"Sb1二フいての午手権(惨化還元柱，吸着持)が¥<a.h凡タ 3)に jJ報官ざ札

てλ‘J}こ今季吉署内いて~容れとともに堪咳務次牢同1寸~ 12勺 (V)今還
元住民フ¥¥Z 追試~n~'1手 7 vt.. 0 ノ

(2) 実駿
((A )叫b(IIr)今言語也と宇定格;凶ヨt(勺 σ)勺¥-jC.l~.事痕 ， z.<i> ~心、j吋)を喜納としノ

をう bMl1Cl:溶ゑ(¥叫付言有料吋q10内含 1:::' き毛足〕にかI:l~長し 1"j 1J'"7 502を 12令司通

じF 件グl珂実:斗最吹1::ωz"tili l)' T-:: 0 こう湾呼主主主紋しノ IH，2M為、Jv"jH~C.しと
し Vl-o こ仇タミ誌等ピシずで室主長で杖宣し/時間乙 ~t\-:: 生成す 3 吟b(v) 今季
~ \)OWe，K-r ウラ ~R 珂，\ ~ ~イ才 γ夫授究l.)て、 ν ラ〆ぐ/12tb(Ej 勺宇員三悠ちレ~，，'f2.。
(. D) 1¥胤bnlitt'LA-い二与る宇宙虫i.j).告自-.

ちt(v)司、よ 1犬君主PQlI)0 1i偏夢窄戎-( ;を
。タ帥t.'J./IttQ，ロとbて、ラペご lレ)左手式判'LV J ア

三今5'hl.Lf_ Al1<.b凶ーl三義主 (10うもキシむ

レ〉挙前川げ鴇虫J 抽虫?と喚求
骸落度ヒ勺1淘{ままし争ぺ下@ 空

T与=才ーすhv

~ 

宗主着色cp"¥.-; 

o 1 t-1 fjCL. 
.d.. zM "cL. 
口"3M ~Cl 

キ争をピ、~ : 
• I何日Cl

.4 :zMttc.L 
o 3 N fJC.L 

ぃ)吟T(V) 勺浸J~: 吟b 切)今ら叱 B i 

t-tC.L手伝えC!)Ol!A.fl.)を加熱濃縮 L之 Is 
'111.止にし九七勺にフ¥¥之/イア 700 ~ 
ピlレ干ごT'レ神虫去りによyl芳則)定
今生成年ヱギ勾凡。 123 '1- 567  

な布lS数I"J;I (~)川井)ヲべ、付 時同 (hY ) 

喝行内シン7い匂 Yタヲマーは内 向 I 12年5b(m) の守定，性
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(3] 結穿布、よ 1>~ft産
(Q) 内þ(刊誌、粁をね孝弘 111予 C02~草逸レ孔試朽ち無差乞ピ、 γぁ、ぷぴ褐色ピ
ン守1-=作く市えて吟b恒)→吟附)今生成品込をしうべ、正号音寒l.rf~á'-' I I~ 芋 ;lJ1_J
て巧~ 0 .，寄与吟b但)'7 \~タ74宇?河本と枚産 品 一…
時1有と今 l新華1;];孟等l羽侍主禾レ Vl.D ~存者全ピ、 10， 00 f"ア?、

〉中力隊イじが{ザレ I1ヲIl-斜宇和械がW 令官4 1 f「33ゐ
き¥¥こじ乞宇し I 3HH-Cし試粁1;]:褐をJt::、シ中 む l ー I 11 I 

Z、、安定τ、Jtb但)'1ty.?æY ヒし之判開之、'~~ ，~ト ~O
とれT-z.. 展著今戸、シ宇で2t'HjCl執、科勾ヒき 品
Il.%b(り今笠民、広前λき い ウ l;r121ち:t(町十5t切守 "'0
→ 1 2.~5Þぽj 十51:>但)ヲ透度が、別!-IC，L ず本金夫主 き
ヰ 7 こヒ引と定I~笠'é91~ よ〈ー至丈し及。他才 &h此 f z 

うI"j:比較間務官官隊ぅ腕十之、、/吟Tl17 )は

'九械工、

l日奇由

三TlV)寸 2C.CGαp→5]，(珂十C.L 2. (.o.s)今J:3 t;;. -0--2 が 6 g 10 /2 

刊で吟t(同 1-=芝μω こは報告3)l Hιし三腕(時瞬}

てあ川')I ~ ") -討をTUヒ 均 三 地問 Fì~.2 1で}31;惣!で守
主。すな φラ図11-ノヌ燃がれく引に ? 
し仰ぐ"¥ 1吟 b例勾事走:4fが夫lニなフ之、13こヒE本し Zいん本Z去J-::'よy調繁レ
í:z 区切(却 l さ S色村v: COzヌ~;Elfl::: ょ}~霊湖党骸号紅匙ゥ的政J 下島暖場l更す引戸
乙，C落度今季t，あリHblC.しゅ，'E I~þ但)持、梓〆最もキえて与 3 ごとはき然と食》向。
乙b)*ST (:立)与、よひ時乍b恒)1:::フいてA凧 Teylitι凶ーIL!O弘干らレシ三条液)1-= j Y /場面支

場炉桝:，r~11鮪E レ村正併l ;j Dowe，x-いニ明月号待リ晶表務叶
l損得 1三 I~( ま'f.lAt五i羽仔を得tpf ち1("v) とちb明日迅速広分青島ξヒして今後叫実
討z零れと芳之 β本柱。

(c.) 12.$-17 (す)勺 ω比c..H乙い奈良けUII¥.L)主肉祭考倫し<:¥ ~ヒし九 tヲ I-=- フ川之
l巧5T (iIT)〆7之九生百夫、してみ、リ j kahy lzμCしーによ 3遣えをP麗誌できら

内境砕けd蓄がを1こよ 3
'
主勺(却ないし吟T(1IC)ヲ手間繁之稜討?で‘有ふ

文献、

I )川誕二希子~P， r村静江;何fp乙学主IZOタ ((マタ7)

17)神零;事|司;Ro.d ，'oì50to~e> 7....， I r之 l，qタ'8)
z)τ ぬhtDo..Yo.. I K. H品，..>e}a.wo..，丁、 NQ.¥く久慨はγ<1. : I(.e.pts. ro..乙.Sc.i. Shi2.l.(o同 U¥o¥.iυ・1

LE，タ{ ((守 70) 

3) 1-<..\-1.才'oh l1.<2 s ， M.~く久 hK: J.工KOY矛 N叫1.Chε阿‘J主主l 午q7(19ι1). 
l..J.) N.t¥. Bo¥¥¥'¥ey :工 Ay!A..C.hι恥. $0<:'・J 'LL， 主'1D7(l9lf-9J. 

り下 l匂 Mto..Y't¥.， k.Yo..l4@dl<.<:h，' ，S.ya...sl.o¥Tぇ'l=XC.ha.l<.deFeo..c..+i D~ I pu T.羽目 (11(的 f.lllJ.



1 B 3 

三硫化ケシゲスデソ 7ーゲ‘Y トからの長短イ本レユヴム

の会急住

新規丈理 01ト林 立名 投不イ支広告こ

-T4級書1 -7J-:j:-事アミ Y によるタンク・スデ y ターゲ v 卜かるの放射悼レ=ウム。

気担体相生タ解法(::.7 りて毅告す苓.そらに J 牢壬去にお、けるレニウム η す現金字動

を 1 安易イヒトリプエエ lレ ア ル y;;0ウムークロ¥:7-;r， 1.レム末広、よ乞即日リジ/'- 7 00 フt;

Jレ A 系 1:=0吟けるレ=ウム巧相会苦手動と世教核討レ左。

実験主主志 放第f1生過レユウム重量阜 の 銅 製 :wc汐正号ミス帯、手苛 F刊すイク，;zトロ

;/ず?嘉手持約 C '30~ !f. OMeV ， 4メJA)ι ， W(PF之 れ ) Re iSZ Fc:によって訣舟

， 1生レ=~ム主金賞。 60 臼ユぞまF 後 p 細1í.若草案("，閉 ~l た核種{卓次 01量り~ /?'3Re (71 

ut)y fF4怖 Re(/&7 J.)グ手Rι 08d) ; {'18''W (2メ!id)J I?fW (/40 d. )。 ニミ，"何 {J'/W{.;t 

{7S'.I3'f胞の εc街壌によリ生 l"た毛のである。 ょ iE押す女向性核種 E令む Wのほむを

Na.OH (4門) {::;ヒかし J 1';者1n HzO.:z. (ヲo~のき加え%後，予め舗をえレだ Fe(OH)5 I~f't. 

イ久年々ぺ y ジ Lι ごれ吉タ王寺Iflダ-'1"‘'l 1.試科曜夜とし色。

ヰ主主と審: Ne>.T (T1.) 3)()イY チ ; G-e (L.i.) I 'ic c ， iloo 4-干 ;/;;'1レ君主己分析患。

3おむ試安:介千殺急I，i子宝アミ γ Qμι付。例L例 e T-FO (C刊行問+1):;/'1eNTX-

似== 8' ~ 10) J 進化千トラブエニ Jレア /Vソ 3 ウム (TPA〉 (QHFHAf ct-〉と0りグンo

相ゑ方， j: {)->'i!T拘広 場 作 : j幼主回 No.OH5fi!.1:;銅製 l-1三ターヤヴト試料湾近 (10相り

~ (~良子の五 il 細企拭委との 7 a Q 六 Iレム埠 5(Jiと 547 lt1採リまぜ， タ;!tlqを2 右手ま1百戸

凋を j それを剛1ft骨骨主老 7支の Na.OH雄投1ぅ， t. V-"グリロ-;t:， 1レムて-i乞井手 ι);q' ~点、司炉 f

，---j1g. :重量声"生し， 正司去叉知書e1i.重r;:n!'J主つ手る。

持黒と君愛

Q凶ヶttMnL引 ι(QI) 帯主1/-"TPA内場金 ，ReOi町油会(;1:'f到 I~ イオシ言之被適量îlτ よ

~i. b ，，~ 可毛 't_. J /，え勾ょう Iニ若~A7ずニ)0 10'-下手る a

[同Rん311附ωd川μOH-J.いoけ十 f伊Rε叫叫伝ω)吋ム 〔仰品附M地刷εeN向TA'e加為初O叫z

κ2 
[Pn4A仰向。-t(Re04-")世戸川4AtReO日。寸向ル @ 

玄た? 烏0;;のつ自持組 l 米相への dT面ztι1)1玄 白0;;/;，'1史認体(0.T)また 1;1:トレーす「量

什PA) 予、あること乏 'fS 1書、 I之入れる~ ;，之 m ょう Iニ兵力ずユ止が"で・マる。

D-me04"Jo ー〔L-rReO.q..-J。-K〔ljor〕o ①
- (1?e 04ールー (ReO~-)w- 一石百ヲ二7 KU 

こ乙下 2 作 L十 nl志向l叶εト けま 左は 1>h4A訂正去がす。

下i}.l1ま， QT-CHaiおよザ TPA-CHCL3莞のん3ーん370 ロ‘ノトを示す .QT ~.よか。寸PA 1:::. 
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すすす1. 7"7 7司匂岳乙l本， そふやれ 1.02.， 1.1'<;;ーで

あリ， ~ CD @""(. fl段宣したイオ y 交均的拍:t過程

荷1'，!J.T -CHC13 J TPA-CHcl3 ~ 1::'丈 ii/>.者， 1主主?ニ

(. t"" わかる。油t，J.:~舎内化 J昔物 I正氏.3 Me N+ Re 01--1;‘よ

ぴ (Phl4AtReO.4: ヒ手隼主乙芝>k.号。 をらに'FL!}・ 1の 7"ラ

フかう三むの，②円材生定数 l主1-<1=号、OXIO'， 

K2.""'- 1、sX /0':> ヒ箪也した。

さいニ①，②の抽生 i国税主席認するた初 1::'， 

7k柑中の (NaOH)w-i.主化竜也て 1iiiJnb D i 'jjl/足 L た。

二こで. [Q丁]= 10-千門， [TpAJ = 2XIO-?門下‘あフた。

その停車~ Fi~・'2 (':示す。G.T(ー←〉京、 ιv."TPA 

t-eー〕にす寸する 70 ロットの勾防己はそれそu ホ ι'1f/

2匹、よ 1.1" /.28 で・， とれらに手才 7必可 d K，. 1くzはそれ

ぞれ，4-、(x(O>. {， ~XI03 主主専仇された。

2.0 

0.0 
-2.0 -1.5" -1.0 -0.'5 0.0 0.5' 

何(NaOHk

Fi5' 2 ~D vS. iog[NaOH]世

。。
Q 

A qu -2β 

ー臥4

2..0 

1.0 

s 

，?' 、v

〆，、
a子

・/~、-1.0 

-2.0 
O~マ .6 .!i ・年 .~ .2，. 

句[しtOWJ
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Fi~. 3 1二 4MNI1.0トiで音色如[..1三b"'/ジシー 7 ロロ不心ム者~.. I三主る P..e04--の NctOH5，手波(

4M)力、与の相生芝草食の結家主ゑ-.;-0 (白HsNJ= 3 ~ ~門可能婦で‘ん}-.b， 70 ロ・y トr;l:車

線正末L.，そ岬勾 iJl.，;>ぬ宮下ι づた。

長 1{:: ReO:}内省ヰキ組 (QT-Iロロホ lレム)が 与 の 僻 峰 に よ る ; 豆 描 法 宇 E 示寸。 HιL，刷u.3

HCI04-町うち，1-1伐041>¥"最も-;r<.、れていだ。

長 1 鉱撤{-::;;;: h 逮捕弘幸(Q:下 7口吋 1レム菜)

Hα(門) 道知虫孝(〆) HN匂(門) 2れ包念寺(%) HGI04 (1川〕 逆 指 乞 孝 弘 )

l?4.5' 

74.5 

97.6 

'11.5 

l‘之 25.7 0.1 21.0 2.3 i' 10ラ

3.0 1f-4-.9 1.0 7"1' 'r 6.0メ"

6.0 61).'5 1.5 可守~8 1.0 X 10....2. 

?O 66・1 2.0 82・7 5:0メ H
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B 4 βーザフトンを間約「三殺ナ裂生荷物《令雄一(1)

拍土 lてよる濃縮街中内検討

(京丈イ素手労) 骨)11i友jサF

目的 :βーラケトン数《ょう V配住費支えイ固))Aょを為する有宗教事皆イヒ剥ヒ金吾ヒのキレ

ート口比較的低温[二て昇華し、 て熱自りいもそT定千キレ J ト iJ"1専与れ~ . ちし近L芽、

持lて浄土ユケト γm誘導体が色々ヒ期争ごされて、相互分離の困難γ非主類え素γピ

秒力、スケロゴト7"うフィーで熱的(三守支γ杖態で分離されるようい下ヮ r~ . ニれを

稜分製圭が;初 I~Áミ嗣して、 主主え物を叉畑禾て¥昇幸う去長 ω:、ガスケロマト 7柿うブィー
て、、分離、同完レょうヒするわ的て、、ある.

也 Lろで、ノトヲ 7トγはそれ白イネすぐ、れ Tて拍忠利てやむムう、 f女《方、、スつ口署 λ

分離も考暮レて、今回 (1 宅ハ拍弘の~イ守を支えて核分裂生長物内介融濃縮%{キを
検討し「川て\以下 I~報吉する.

実験:(3ーワ 7トン乞レて 11、比較的依温lごて昇華し fす L咋《ず恭的 (τキ支《設

いわ内、す干わち If A ) H'F A， JJPパ，PアAのIf樟類(いずれも苧販品)之進んて。、

〉れらいついて η拍士、朱付を fHスrvf :tていめ境/!lて柄、金三 l亡族令雪量生会え物九放濯l亡

ついてトレーサー実買貨を行千円、 をのさ手動を調ベ f::.拍土(1(3ーザケト γ を0、/パ

パンゼン港漁 k レて、 トレ「サー《各え柔を約ノPメJの梢商交-?j丈落うえヒして用い f:.

涛啄 2グ1)(て、米?喜子長也して 3/)J.j ( /0;4めえ来をきや)乞.5タJη緩衝漆決(;パー叫ωo
/Yo..十 ιH3("oOH )を如えて約タタ令派包与レ Tて《ち、同相ょう/1r1)-ずつ採択レて抽土

抄僚を作っ Tてa ヤお、えj条例同点目ハ的少配辛口、ず1らか Uダ¥kuRて照射レて杖射

イヒざぜ i~核稽を用い、を《 γ線及川 β練を測定レて決史レ Tて( $Y6えがZrlゴRI¥: 
レて購入レド b のを用い T~ ).百及ぴ Balj~お土後、一定量を口私(:: \J及活き司t~号、手、け
で援射レて、 マ《方丈射能ょう分配孝を決定レド。 表1PIAI~抑る撮り暗旬ヒ抽培品、

i Sm仰)Iす併)

ng 結果:主ず採乞う時1占l ていあ 3 が、表 1 刀、ら同~ :'1'-q 15 ~約

千ょう l之、 41;分間内振ヒう瓜一番曳く、売れいとと I 30 
て、、 lJ かえって拍主率ゥえ建、く下るイ~jj_釦があ~ Tてグ1、

今回《実験て"1145分間撮ヒうするンヒピレ T::..

H下A五υi"DPH (::づいては柏弘キが兎く、特(-::.

HfA (:;tベ、 γゼγ?客来よ 7むクロロ不 lレムめ守7が童

ifA;トIJア1レす口アゼ子1レアゼトγ DP門 3デイヒ。パロイ Jレメ?ソ

H F，~ ;八ギザブルイ口 広 ウ ?IA ;ヒ。パロイlVト'1ブ1レ才ロプセトγ

~r.6 ~U 

4吉 /1.5 。マ
ftι

守

i
円

xq

60 ?7.o 
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当 t芳、われる. +"Fあ，'， DPパl亡肉レて 11pH 9ょ7あれ付近て。拘弘孝治、高く下引風向

がある. TFA， PTA 11神*'~}J'.者]く、前処理区して《み離濃縮 l て IJ設いが、アFA
1::肉レて 11pH 7~ í! 以 ζ で γ ぃ k 設 v、柏点奪を末手下れ.又、 Bo. l τ 肉レて l ゴ (0 声
望こそこめ拍弘幸レか禾子千い~ガ、 riA は図 1 で示すゴヒく、 rH /j.-v!Jイ主てや

γ， Lo..， C也 ，!{c}._， s机千ピ IJ/00/0 I仰・

品物弘ヰるを、又8CtI-::閑レてわpH

'ð~9 て。 [1 何万以上《拍まよキモ禾
す， γ弘、、 lr，パo'"d-"ピIjpH;Z以

下てや少しヰ白土されるイ晩伺を禾レ

てい~ ， こムょう下拙%，Jf::イ中が I / 
らみれば、前処理包して《え乗 り々2 〆タ~"j
め令権法備で 1:1，pアペ〆よ?すぐ

! " .  

;-3  千 hS 6 ?F E 守

れている Fうであ?、又希之類 閣 1 PTA，< tiA.棺坊の拘熔-pli州系

泣骨内え柔が狩[~ iえく抑弘される L ピJ:J 抜小殻宝訳均ヒレて IJニO¥}立《投槍

ぷ最高的事(令、'L Y るヒこち、 τv わち核ナ殺を起ニレて jJ'~ ノ 0 目前後《ヒころで、

抽弘処理をする《が最わ得策ヒ:考え与れ?. 

〉文 1-:'、 実際[-::.:<.3勺( 国 2 百二fP~PTA 捕岩 (pltあのにお尚叙ぺ7 卜V

Ce..-I対
114&.~ 

ユXlO3• 

jミ君主) を先手t:yて、、照射

しミ /ρ 臼向 7ーリンゲ

レ r~役上記 PTA 1-:'て

pH 'l，!;イヰ阜で拍点レ， í~ 胤叫ト

め刀え回之てeある， ニ.k¥ .:2 I i 
'tI，品 l

刀、 b官判る乞あっ、核 iM，E 4hh u-削 2;ケ
)刊・. ¥ I J~-附 32U "7唱叩

ィが号先立版物のうち希土 JL t fjt晶玉 j""
"'V 

I 嗣ー14-0

類え系 i::t有機者 lて移?、
: E 

MUikιFR?i弘~ Llイ担
1四7.'

分離濃縮きれ~ >'cを i ~--''-J叫ん~- iL 
『、Q SO IDO 2brJ ~.O 仏.00

7禾レている。すPfJ昨 仏制鵬l

l:r (干包んピ地dえきれず11<..暑い煮る〉ビ'Df'いf二， レかレ、 FtzryPぢゲb(τ 肉レて (j柚

iきれ γいし、 γj，'r ， X乏， Br， 7￥可了ピキレートモ作うすい教意(::肉レて (J抽土

[1 困難であ~ . 

1可処理を l手ピニレて拘土きれ T~試子十 l て (1 tC/--お多雪列 9-デット足してめ官わ抽

弘きれていて、牧めづト離干ピで長津モ末「ごす場イト{:J、図工的 pH的線からか判る t

おれ一環pH;z、タ"-'3、ρ てい耳内みを抽土レて、 きらい毛の水ノ普 y.l'H9<主で再拍弘す

れ1'1"u"を令ま千いもの〆得られる l干才、てやh?が、ニ Aへ1::関レて (1模様'濃縮1J吃タ

ーザヲトビレて授、射レ衷捨ずである.相弘?れ「τ故小号泣空択物、狩l亡命之類え柔

相互間《ナ稚(1、がスアロマトグラフィ-37ピて'少佐・同党す 3辛を検討すて情if， ? . 
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1 B 5 
子トラフルオ口1下ウ酸き含む鉱酸系仁おけるアクチノイ r
および款の殺生成物の陵イ庁ジ交換平衡

原研 O臼田重和， 梅天弘-F 愛目靖夫

〔はじの仁〕 侠用者救出宇津干の燃焼辛謀使に目 前科中のウ 7~ プルトユウ
ム白内び.に核分裂佳成物正母離定量するこヒがI戸牢でめる。一鍛lご軽水炉炉粁lよ

::)1--ウ口 f稼穫駿1t3'lJ殿杵であゐので試科の洛停にばしばしば 7，'1素を eむ君愛
左用い広げればはわ丘い。テトうフルオロ汀・ウ駿左肩いれぽフヅ化水素酸と要伝

リ、がラス器具表面左侵すこじ白く芸]1...-ガロ'(kJピ語辞することがて-ぎる。ここ

ではテトラフル才口爪ウ酸乱用 LI て港解L~搭務F の定量すべき元素左看守衛91.:::
分散する苫詰左碓主するための基礎テ・ータ E得る呂的で き昔、験!匝陰ゴオこノ女暁樹

群ι塩酸めるい d梢援とテトラフ)[_，オロ庁、ウ駿の;毘合諮諒の系におりるウラン，

プ)1..-ト二ウム，トリウム伝のがに各嬉4去を7製庄成物のず才乙ノ支硬平衡左遁!j定レ、

あわせです才ユ9:.換最貧合離誌の稜討左おこ位っ(:::."

〔実験〕 イオ J失換平衡の制定IJパ・ッナ高!とよリ 20たで石こ[;;J-~ ¥‘塩酸ほα1

-11 N，硝験日0・1-131'1の叢度経圏 lごわEリ いずれtテトヲ 7)レオロ*'り肢

。、62tI1 ( 10 vo{o_t )舎有する場舎についてタ国ef長敏 Kd=[ド1]~5ìn ，..J / (M)lI'l'..J左

まのt::11 樹脂lJ9" l'ヤイオン 3角材 100(f∞，，-，2，∞fIIesh， ~テ材用)を府い長。

ウヲ乙/の測定lこ (J匂すuc O， n)2'ち"u 反 Itt. て製~Lr= 2!咋U左ノ十リウムにIJ丈保

ウラン歩、のミ 1J._，;=J 'j'・LIと:23'勺h玄それぞれ精製しトレーサーとして用い正。放

事椛は井戸型Na工三ニイテ [_..-1 で制定 L~" ア)1"トニウム日常'Pu ~ト L ーすーに
用いぽ線左がスフロー tr例計数管で調1民 L(.::oJ~各種核分裂主成舗について日
使用:骨保持主静角干したもの左試梓落語主として明い G-eC L.，j)苧孝博報広岩手lこよリ

各扶養の主宰白 I線左討散して同時に置j定し長。

〔結果] 回 1Iこ α62 M HBH.-&舎む HC..9.u、今際f;tこ/J長摂樹脂への各t奈の

日時を実務で示した。接軸i主麗腫護産，紙軸 bl?J配柔軟の対数でめι 長義広

HBF.t k 告主白い H~ の#の場合でみる.可保に国2 仁 Cる2MHB砕き岳むHNO.5か
らの s}}.着亙実線て市 Lt::。長線日 HBst.R舎3むい HNOきのみの場合でみ争。一根ι

塩酸，硝験ヒ=tlニl-¥s弘主添加す吾と i叫が務少する傾向左ホす。ご山日魯駿匝良

の場合顕著であ否。持仁若しいちがいほ Zγ であフて Hofir左手金D守ると華麗援で

も企くJlß.着されB い。 Np !.l語~1.良~てtJ嗣が減少するがが色リ聡着すふにも抑ウ事、
横酸飛では企〈略着されむ<{J"る。

これらの結果互もとにしと i明者扶娘婿言明狩諮敢にチトツフルJ守口広ウ験ι舎

も場右の fオシ夫接命離誌の被討左おこむゥ正。まず号t1遍桂(J.院7才乙/支J長仁
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よるそ?族でわるが‘試狩湾設の塩酸叢良左右干島< loIllHd-o，1NHNO-，にするこど

によ~， lx-が車道されず通忌すること左隊いて凶問題凶笠じむ F フfe.o 奇凶この

了/[..， 17リ.)j7土フう Y乙ヨレの暢j才レ9:;按合龍仁JJいても.樹脂仁企¥D5，着コ
れず嘩遁してし主うので大量の"lrが脅在しても樹脂磨重圧ぐ計れること日<かえ

フて持者F企でわ号。 (5，亡完， F!1fI[Jどの令書庄!こkJ時専影響日書められId:V'フ正。
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プロトアク千三ウムの 4七時t
] B 6 仏仰の芳媒拍車存合け 3らωの場響 l乙引1て

量化 k金利 鈴木造 Olllmイ宇佐務

(局的) ミ?ロ号の PI.tを定量的 lご今緬 1=還記する芳三去と Lて、規危まで 10-4門 i大

上の Cト(1lL)の共存下での ZII-H3還記.事~ ¥ 1 1ホ/0-'1-M t'}..主の Cr(刃での還元〉が・1tなわ

れて寺た。そ Lてミクロ量の九(l町の水悉戒中(:お It~ Aじl字的苧勃(:つけての押克

の今く l歩. 10-2什器産のひ(1T)o)失存下で丞 1:T T A e.明いた落媒柚弘安去にわ t

行なわれてきた。 l方、 L前回の叙射Aヒl学対論ゐで親骨 L主主うに BP HA (N-

Ber，zoyl-N-Phenylhydl't>xyl争fI1川e.)を柏虫剤 1:.問い、 pc..(耐の弟喋柑弘 1-;.di: ，t ~ A手動 E

調べ‘ f三結果、統政毛[::台、11. Ptt (W)の小面ι比に水落ゑ十の心(却が‘事響 E与え 3こと

すかがフた。そこ℃・ふ河 lえで・i主政厳ー βPH A 4.以外の悉味梢 t、1-.1ユ合 It d Cぃ(却

の彰響 E 矧\.~自的で‘威厳恭it. 遁晶表紙本戒が与、 TTA I C7PH A I ToA 
(Tri -件。ι勺141t1ine. ) 差問、1て仇(lV)の拍車場動に及 lずす心(却の帯響を検討 lt:..
(慢軟) トレーすと Lて 233弘 主 令 む Po.仰の政 t世帯夜l:、報度11'"/0 -If.. M 1大LI::'はる

主うに Cr(1司を加え、過温牽威リナウ A など‘て1 オ;..$重皮~ -匙ヒ L、これ Eゑ1に

み -H予定置こ器に#L一史時期推重l¥. I五(司 E払(的(::孝弘 lた。還元L暑I~怜色 L 、
i1 A -'¥' ;..て・シ‘ s.PHA-て〉て'シ、 ToA ーキ乙レン涛乗のー史量モ蓮ぇ~(:

入+t梢弘 {d~ 仏ヲた後‘ l均柑ó) J' i久射能 E 規').~l ・1 九( rv) のみl抗此e~ 忠 L f:. 0 柚

忠良寄金 l主〈ト(却の根底、水相の Jk..-'来イオシ5患夜、柚弘刷の 5患j主ふと'"&待合支4ι寸色

て何ら川、民(坊の梢弘lf併に止 If1仁川町の彩!fe.l5ぐた。手先 ι(司の幼&争勧

(::巧凶 L 11. SJ Cr "kト Lーサと(l問、、 t検討し先。

(持呆)① 13P H A 柚虫、:lf#J過す厳格~~官1 ~ らゆ 1志水青イオシ 5産展(Hっく 0，/1'1て'

は柚弘"!d-¥}.宇在払勿)の伊庇比と ι(旬の稗庄の閉イ主主調べ t勿 3と閏 11:字可

ょう 1:.、前回 lュ税，*"l花 $t{蹴落来世¥S の柏弘と同様存続果 þ\"f~ うれし
② ToA袖ぬ tft厳ヨ事決申1うの広岡の抽弘メト勧 1-.与え 3Cト仰の彩 451主 I~ 1[に示司

主ラ l二月、?と。閉じA:-イ千下((ト1.$os<J ::: 0，.236門)でら(司 11;拘弘"2tkβ tJ' 1 夫。

CY TT A抽t，:空験lT:水寺イオン程度の乾的(0 ‘ 01"'-1・~ M)てゆら([)l;l，f，え岐本『

ドドi且品全線蕗孔がら柚弘ミサ1色。 4えってら(江)の柿忠穐構壬僻杓 l1.TTAの高

効韓民 E網iE.1 J体雪があ 3"柚伝).j;，y↑e.-庇 1-:..\、 C~ (到の今 l政UtDの Tr f)震

度M<各位主調べ冗と二多、 メdeJDφ. S. jo~ (T T A )の )0a ~ I‘ lこ 1，.¥1 1.At民を 1J¥"t，りえ

の車線歩Y特られ‘ ら(的 l事2.1分与の T T A t.守(， -卜 E生成 t有事担・相 1:'抽ゑきれ 3

ミどタγわずヮた.位 q て rTAの府議定"&1. /-i A ] ~， (1-仰の初7建誇le ((ャ(1i)]~と L
摘広平衡 l二沿け~ (j.(喝のゐ¥場ut.左 Pどす 3 と、平衡昨の丁 1Aη 有交通 5亀皮 (MAJ。



は攻式'""(・‘与え多ホ dv 

(HA) 0 = (川ー士号ー〔は)J;
1) 2.) 
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て ら l:n:lP\" 長 ~ll \1 ~P<l(切の本戒をイ史朗 L えとれ予の物広正行 οラヒさ'1-， ~~ ~ 
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プロトプクナニウムの4ι学
1 B 7 diι免F仰 仇 法 lこよ奇 フQ 11 トアクナニクム V舗の洛再試穏

の点す?討

東北久島席。三頭穏胡 鈴ぶ進

fb.(ゆ l立点組千ても、河口 1K~分解 童イをなどの反応、をお二ず。これまでm.ωの室市程ば

孟帯の抽虫剥 i之 r~1踊 S之さす\~いヒ矛えられてき f亡。これは、払{ゅの水相苧 I~f~ ‘
相批される程(掛瓜緩 )ι の平衡到達が:権グ}て草色いか又 I~榔 ~%tiJ、の Jニ可込反応、
でできる制例経(非平衡緯)ドJ与五することを示 lてb寸。これま予も主 J二器保

相公法l之よ内、政ωの蒲夜4ι.~ 的官研究J I工、盛んにirわれてきに。 lJU"し.キえ

合婦停のできる付戸淳史-H.t S 0，.溶液の揚，合を隊いて、 I~'ず l も統ー肉'l:' ~p札が
t寄られていずい。これは、上~Ol非手衡緩めか見を得 1J t jまがま〈、，各人各様の

やり才てい、そ。長。等主張:視』て-ざるような朱イ干下で実験されてきたからであわそ

こで‘ 4討を ftぬ(ゅの水港表釆にi直桐できる実験戒を捜し訊[ィマ館訣Z裁選L{た待

泉、有効ヒ矛えう 3才3去をff紫 Irミので、その概z手 ι 吐れ~ PtJ，.ωの水溶東系，'J盈

周If-:..持泉l乞フいて釈告する。

/.p~ωt 法じその改良、及 tぷ Po.. Cゅの非乎術援にフいて
これまでιωの非乎衡程li、柿公され字ぃ程〈非拘包含維)ヒヌ予えられてきた e

tÞ捕以穆の量をポめ、ヲそ存ず奇相公緩めJJ-の抑協a比(~)をボめ手方法の/フヒ j て
戸開仇法 lj'{J:.rzられていれ二れは、 rrm仰がPu(rv)t7J T B P J画像仏あ氏って持拡量の

A1lt 0)寄守主除<r亡め lt:季柔 Lr~ i" i( 1抗。、様返しお訟のA，1i十ij(/)州乙民)~ D，，) 
の減少よ IJEヒ非J臥栓の存在比λヒをボめ 3宅のでめる p F~め成Jj時偽情
どが相の怠績比(Y仏)をぱと 1て、 EI亡対 Lて.

E ，:. o，，_/〆・[)nn t- Dn -!;. (1) 

であ号。舗をのオ察の1軍兵，1、伽wrもの予見σ前段余，t1さ千 Lぐ夜討レ、場i乏し掃!於

の奪味 ~JE しぐ.re.援し、宿、むて議込 L4嗣訟のを与差ω 手責詳の幸子個室{すった足、，'"..d7> # 

9F5">>'ゆ 3去の前夜布宇(1Jj.__え〕とは z々のえ兵て、あ~ . 

(1)手F平衡雄の t'ae.派鋲，10 、反fち非抑~程?あ通二ヒ.
与)抽£径の少肩己伴家ω全晶表皮依存t:vdま¥¥二と，
0) (1)'{，(えについては‘-~史的 i三 lt 辛子僻むサ鋭Ifliし、それぞれ捕虫され多

尚(':.ついて芦之 3べきでめ -30 ~司羊のため i三千子鮪禄 lt 2.フとし‘ ての少語る昨言説

をE" E.己，よ民主民宅五ヒ 9dヒ 0<. ~.~る綬此ヒ 1 て 仏革攻弐l でそ~t され L
Q12iH:竺立生2 十x.(I十ぱム，，{r..E，

( iすはE，戸 十 X(I寸バム戸
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白1.=1I 十工出 (1十ぱ6;.)ち七lナt'{E，)71. -
i十 文 (I十d.E.2.)へ，(，すfラ〈ε，)'11-

〈又)

。叫 D-n:tlょの λを清主し 岳=E>>とzヒす 3とFam.ム1. 0) i=¥、と頻似の約で、

E = 0?t' 十 P仇 DnすI IT.凡打(/十バ&.)
= 十 一 、(り

はω州ーら) I D俳 ，-E之 ぱ (D，州 -E:z.)

とな'jo 徒?て戸wω1の注鰍剥争 Ite.1.'::' 0 ~..，;宏、て 三てのよう Iえな否。

p-n，t"/沙f-.2.. 式叫/>> 0<正，2. (砂

一方 ω/まむより EI 汐忌ヒ r~ ヒ ?tがえ;分犬き'rれ F ω乳、ド成)Jt.f ~ . 
ルL 必 E2. ( '.!-比ムザ.e- ~九) 必)

r 投，-::. 非平樹被の家主机ヒ l-(‘ 2タ1.- / I司の4色弐指針 i二よって 企ての乏

のナ面怖をポめるこヒが、!R-館前日ぽ可能であ 3• 川、し、捜j千発孟が;尺きく‘

実般に 3フ以よめずF子街役立定量的，:.払うおLう二乙 Fま函縦c、ある。特I¥.pa. (暗雲Fゅ
ように朕j急IJ"鳥 3場J合iえは、仏t.ρ'lltlI 仏tt-，2よ f)/3.， .丘2..^在来、め手二ヒバ不可

能1・めしは、し 進攻拘公の結果、仏官官凸に争Tjιす~ t ~，う cs)珂の傾向 i去、
P崎の有昔、ιよらず病立す 3ので、ー二の長れもとに、月鮒 E単一め 3こヒ li歩くの

鵡右ラ荷主治 1、、グ)~ . 二のず法~ F弘 Lりの付 Cl O~~表、1iC1君主決 i亡~周し、拍A剰ヒ(
てftDど HP、丁 γA t 尉い二 4校対 L f:.ヒころ、共 lミ wヂ』鮒垂が存止す~ :...:とが

t'J輔11ミ，二のこと i正、日 t./I'Iv/:よ五}事イ ifュ碓の玖積荷弘、(j___'J¥ ゲ Jレ、クロマ

トゲラゾイめ法来々 、ら毛 主4~' げられ f亡。
之、可主J;--'J'I室府瓦応、

ー欣r~ 、言最近~L神以 r:. よ 7( 、ヂ衡広晶表えが病Yず 3 二と i 二 3主面す'3 "泊、宇が

あ~， む民救炭の草早春?ち浪色調到し、小成比の J金属塊環M;.#-怯ょう、拡干-凶重b
j更 t点、め 3 乙ヒが、/之、 nわれてい~ 0 ぬωω鴻台、このような刻みが哲いの 11

‘を庶民応、1l\";f~-込前でめいすえられ 2 のと、重品、川正んヒーえさのない創午下子
も、洛夜の調穂先こよ')-(:~払此がむしす 3 二ヒ )Jゅうれ"台つ 同ーの利子 t川

州乙此の J金属議員依存It:幻滅討す五ことができな炉?削、いめる Q (ρ、し、語表

返しff!)虫lえよれば、事川司 v'lj-.:..荷主剤い3ので、夫験tr)'i: fbi喝の歩くは除〈亡ヒ

ができわ持!二 po.(v)ωようにせく相マをやす 1T事台、その及品、が司込射で、j)れは‘¥

建~~拍去のめ協比l主将押す~ ¥:.， いうイじめ場，合(粁御堂の存丘 えIt均椅糊れ
の事舟)，三 It具ちれない‘持練針判員l司色示 f· 宅の~~;fìr戎 r~ 、誕L帝の会え千均主
~J受{.~め ì- jj;:長ヒl司(..志、喝し

;tlii干のヒ二ろ、品(りの付C10r.落3夜、げC1.;各痕c..p~ー /0-判以下ては二めよ

うな傾同 I~ il 付~\ ') -~台ちす、いす別母非子治一平まの!J.立を示ず手在来を侍氏。
月下/f丈称、
11. V， fiY>>ωL I E.点Nμω侃 y 川.I.ιwωMt，LdJf.ydmA

Yz._， ，~す・It孔J/)fl，. I 立，.2//3(1'1';υ
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1 B 8 is P嫡出ク dイトゲヲ 1"， -じよヨヴヲン勾ゐ¥寄金

f/I.手カ所 Otf]何剣 } Jr， メ&f~ip

2えが主 婦射句ヲブがう志良ば鉄桂成仰をpf.<:山主進持母、1'r:勾最局qィi1:/

次成分離婚b';tレZ， ~J ~ 11 百え t川市~3~材 ι レ 1， ~n1区科婦'M ， 再タ忠雄 1q rJ休
rj t:‘ず '1~厳戒'(-Jt今場。が争‘ J o レ 0、レ舛緩和~;r/'に綾子;ト71 /'乞滅容後
低t~.'fIiJ色必換す3)与.}:飼弊i'n Q. ;4'，政婦煮ず勾 ;7'1 ~ノ乞滅ぼ後也倣仰の州立
L;f -r B P紺点請がすどμ乞 fl~ J 点〈前 ~I 11れtLI ~ o :1長活ラ IJ:.の γ6P~ ~ 
射、付制 1rJ. <1.卜7・I~1 7 1 ン E ，1(紗イ νJ ヴウプJt~求/すを~'E.vx'f紛争併 fト
1;'(; z"‘之を的心得者臨す~ ~ι 〆 f雪 τ~

a変身長 τf3 P 色a.9..~ 1 ft rユじh.ro河osor-b耳ア n締本色内4生五例刻， !あき /ι仰

のdづえガ ?μt二10乙勿ιのあ:x.L::' ~ "Lんしに崩局長(11'3) 20十/)'1/.1主規レ

-z_O_， tL納芸会同教レ巳刀ち J，)場l厳 (1 tラ) I二銅製レ !~~Àf{発~タル ;0 例名
:r!Cv I ケヲン色 Dヲ以 Lユ吸治生広ヲ .#M~程いl' 3 )ゲf) 11(1 t'すヲt{It戎オレ
川、，ケヴシは2f?+(ll~胸打。

ゥ々らの i之を，;1'11/ {1.. 7ソ亙党及効 1) 釘F〆穆伴走識弘治色 1ft1I 'z_I{f rf 7 f;， o 

車京針 ι32JR
1 )尚仮表及。動jfりウヅ色

。ヲt-Ir:.成主主己 3ゅCめの威厳鴻 l

J) 表lLク動移け~ "r:， ~'ð 味色汗'1. 可、
1ρふわふ弘/広鍬tE-t1'A幼./)7ぅ;gf-
¢萩的?手家財J/艮.(J )劫離婚dぞかさ ，V
'lóJ 了 B?(íOO%)梢凸 i~rJ'み id
ヲンιの/す誕生ぷ困難ιさJ1，乞 ω吉 { 円
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か今、7ヲiプ2札為}!rr面的J.:;.乞じしゃ， O 

之ノウ守 Yの縁者証威厳(1 l'ラ) l~ 縄裂レ ιケヲッ場爽 (Uf均j 在力守 A
L:::~K(〆 "L ~~1 jツ色仏語 νI 11<-ず殺害車レ β乞<!.，~~èvfl!， l. 1. .( '}揚ゑぞきノ1f(ir・7勾
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査し禍7ロてトゲヲ 'iによる椴1~vlK匙今哀な争
7< Iν トニ・-，う λ ，i才、ジ (pは(Jn:))p以JV))A以VT)i事

4がコロ jド状i
O，レト二二守 A のt商品

(底q:) 松義;も

自的 70 

Iレトユ川¥l.:t~たえったイもによリ画案~t':l状;鰭 i亡灸fi~ も起しやすく，時に
l.;tエロイド‘主生以 l司J 9-い e しが予これけ窪 4の相手放水、l司貯に4:弘する点、で，的
のえ」柔 ι落るしく祭主ゐ・旋?て本立すの伎ィコ、防ω'長時。;j~、 νh よ討コ匹イ
ドをぷ在実 iこ~商良光景J る才元îi，J.戸、主(1 わる e ぐの J うな困対?に jJ~1由良或 y イす収支
挨芦えなと併用 ν寸点て、 E る bY\V、ずれ帝そ φ 対容が・/ヘ，J._，の ~16~詳雄l之'Pi長られ 9 .p¥ 

J 問実 {l:'.t~!て縫{之 J..Aむを危~-t る様な前え止，1玄ι凶手 t する久虫、約'みる:;実益 11*当f-T0
5夜;\主主巧工 Y 丈しず，じかカ学科JrJ~凡でpu. (_1JI. TV柄)J1;J.がコロイド"t~黄色y 色
受弘%.みガ款としてi駄目7ロてトゲ、?フ .1 ~泡が p か商iÜ'.余At を校内・レ三.
白川zdi.') ~凶 T B P主固定相とし九段妓系逆広島?11可トグヲ 7-1 1:::よリ Pl((lIl)t
ユロ Aド)R氏。り)PlA.l切の冷献をす弘告 l之、ゆ. l 1}、レ FtJJ!L)と :Jロ{ド、 l功隙
吃れないため}PIは仰を ぬav)l~酸処し 7~1えノ島以)司採:1J操作でミれ?を分総レト、
る;♂才丁 Bp-;;~~更系で lエ， ~n闘で~ji)lJtt前べ，政l反主低ょ 1るtPv...1) ~Æ ;i-
Uの抑制系教が第?;lく犠柑可みと tが妖星ミれ之、、 d Jめ傾向左利凋 jれll"

2二~~~安A乏を的可.~::Jt献lR永タ!::f -)_; 1¥:.・
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tf03 I筑.1I~:納付え?必の議オくを加えええ軍レ尺，こ今 J 却を取リ T B p~ 局面免
系抽lh，_;えど、失参するイ才~を隙いてコロイド汽粁とレた.
よ伽方法ピ勾-T，を状侍)P~}~.相当受 iミ 8f( ;;I/i，仰 J5MMUL 約a.ostY
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1 B 1 0 コロイド1械プjしトニウムの.~tJ主分布につ u て

日卒原子力研究f'~ 0 守;lq富士夫 p 佐有毒忠3

1 ) コロイド1えずjレトニウムの存危lま古くがう知合札て Jj~ 、再知事望デ口セス
ての同乏でぞのt性官.1宝板、機，博の検討が号され、また、最，.iI_1之、 j老成文内主宝・ 2署吃
5'5党之内閣えずイ生法皮フ"1レトユヴムのコロイド必ずhffえさずlてし〉品"lがL~6'" ら
、これらの支献lこ放がりlY1ている「コロイド‘ J にtd.、Rt.( IV) り低 ~'Rj}口米介純金
合4) コロイド氏不~itÐぺ勾 Pu.d)吸着体 j <f.う ζ が、払の71<.面安イピ#}4)三者 ó)"含ま机、
F札業j支yS:きえのPHJ ~存主主の;地類ゼ濃度，令ピ"によヲその種類lま考古~.コ
ロイドE特長づ、サる分散粒子の粧杢について t、いくつがり報告がある{$)'，これ
らは浪')え方法・生坂長什などによサ若 1<興った値左示 L 、その下 P~I~P!外>r迫
践による捕集t性がら/ぺ， 3仰バ p上限lま:100γpm程度の謹淀による数戸まで、
玉をする。我勺 i立，他3忠良し791し卜ニヲムの:名存状態扇究りー礎工 Lて、超i室I()法l二

ιつコロイド吠7
9
)しトニヴ内η紘Jl分命む制定L、介布的見正態tコロイト、、η楼類

之の闘に若干の関係t_ @~l T:.<f)でこ\に執告する。
2 ) 宮泊3珂'Fc払i均 3691々セ 左，Jふ;ト、くむ1f.̂ν(HIVCらiJ5.海暮;没夜/羽川d左赤7外l卜、線ラこレ/7プ。下てゼ、
Lし、 i婆窓g芝、Jシ縄詰氷?明f1にご:浴容糊角絹4初d加0)温;亘tLてコ口イ ドA妖えプ引lιし卜ニヴム;洛:各答話決ミ(5決央巷緯色)左i得号
た@この沌:.1'Z.η ロ及4ええて 7 ト lしl~文虻l二記事丈された弘コロイド溶浪のそれピ II }'‘ 
一敬する。この渇決ρー今左 O. I J/HN必ず /0 0 ()傍 Iご弟奴Lて王室Il}‘吸着

に巧luた。ご机'iI~P'l 1二、抑制初、 16m;] 芝ふくを渇えl二経世-b~~え芝和之てぬ
きちし、杭回投付工 Z還元し、草寺を後手〆H/{O.l 2 叩 ~I二洛解して 3 併時間以上
方法したto)左記し(I v)五京総 Lた 9

急lじ、i立浪者自民絞{;$"OOOrp m ('l-J. 0000  xg)の往主主lピJ媛、左用L)¥ 

三本懸案り7K:平~ロ-'}ーずグ判 f の吾、持乏ホ。リヱチしよ/迄;也管に入札て窓吋し
、ユsPc.)轟空中ず、回転欽t回転ß~i可左支えておこ去った。
コロイド洛ヌミη埼会11.、洛j実話)笈イえワャ II日の問l二オ/回左 F ・灼/年えi二7

2函の乏!c，' 左おこ告 l) 、 3:丞;たの α 宮 1118 11) ま;様乏調べ、た a また?南!ヨ ti 、 ~tt リ
エす L~丞;忠管区対する ob..，急の ß~同支jヒ左翼'1えi た。ミき'l.l直後またはーえ埼j司 Qt\
希イえのえの上澄s-o?-R.左主主買えL、言だま十皿十て守討議プえ、 d放射能左刻えした。皐
'C埼にあ¥1る;各えワ弘法及l扮よそ/、 7X /0イバ[."(jうる。二の対金l鈎/0-:1. 

月η Rtコロイド湾攻左希叙して持こ令った之のずあるが、ごれヰ吐キえのた'fJ，

P(L ( I V ) d) 4-f( f-ttf 0 J 5各氏g_J定次之して、弘法え 3‘3X/OFbパの維セの PH
η込吹左銅製して岡武lえ l亡、同こ号った a 守令 iよち /Iを支えよ Oノ札 f左右。リエチ
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11沈管 lこ4来上予の調製L た:t~えF 明 R l.;JJO之て塊さまで喝、最終的lミ o 0./;1・
I-l A! 03 ② pH 6、し Q.I門瓜ん1'0.3 ③ pHI I、D1 0‘/門 w与〆03 の三綾
η込えをつくフてをの直1え1三乏ひ吸着色砂ミミった 9 ごの場令I'd.J ;，与宮司科毎I~
逢!l}苛'1 1-えの上 3登乳So刈j 左 Ü:.' 、上i主η 方涼ど、4放射能左 3~'l足ーした 9
3 )乏旬、 o及品り械の上3蚊ダ7~試射能の値θら、をれぞれ遠~t~ J ~受話宇左
封等 Lた。事了う L1 )広コロイドI手数時間 z"a，Q易字書71こ乏L、宇f町時z"l又 F戸佐
ずめ 661- ，古~) P'tコロイドでI"t平語'ftおそ〈‘ ';-0峰崎fLlτ1;]唆語字.)0メ1-::'1.芝ー
す~ "ご~I~~L て、 Rι ( 1 V)め和 J/(令簡2"1d.117"J1 t o&_看 l~ð仰ので eク< I I寄
り THて、自然、沈控?と思iまれふきp分がめるに通fをL)。

え'c.¥I二よづst.tヰLた粒子η，他主の経)11盤左計算するごとはきのめて困難z:"める
.ての理由の一つ 1立、!'t件速度弐: γ.< = ?マム 4多分。/w%t(f-ん) (二、
ず、 γ;粒圭 y 吃J港3えη，拾度 p 丘o a.t i遠:た前後の粒子の四金i拘かうのrt(f艇p

Wj回転角速j支p れ lヲ草lØ~ r~ } f I ん;粒J【之 Lる4去の宕皮〕に.:A1 )て， ωとそ
T立実積句支故z、、あ1，丹γli 吃 4 決!~えによフえま A 診\"， !11コロイドの突体にょう
れ J1，長でめづ、 -)x'白JIこ11戸とまら苛 L)0 ま氏、 aO'，atl成、面じ組の位置を乙
3こt.I"J.屯.!みが、夫較的 l亡測定ーされてL)ふ句t;}.上変りウ受でめって、二 1ず表
札苛ふi室5tキY_11:;;誌の上4むがら失約，n丘宰1/令 I三ミ重一ざ、な llo芝，JIl.古え1二， こ1でlま粒

を勾組対句会不f7t示すた的、r'lこ比例すみ受古今ずに対 Lて王室s'/e;宇左プロャト
する。約ら Lοコロイド，;1.、l、さ¥)粒をのtのがい今〈、古tlコロイド、Ia.抱昼りえ主

U~のが今l)"これ l "ð- CAj i 1'lgによる粒をの坂長E示すtのて切る6Y¥豹ら LU
コロイドで注目されみの1手、約主によっ三つの 7ラヲ 3ノヨレにえgllt*-Jごてて、

める。寸今はち yの 0'000γpγ1， I h '"(' 'z"沈降すA担え粒十J ② 3 0 

叫ん管殺の粒子， ③ 6 s-o 0 0 r p m )数時間f沈砕す占微細桂子 が吟品。

③の地主主 fミII J/cWl3 'L L 7. 3A.~島から攻庖までの羽奇t. 1担えして言↑請すJ
t、Irv::J.. 1Y1)A.に，褐与する。コロイド生あぐの初期段階昔、はこの経皮の粒受のdの

が生じ、時間三牲に試長 Lて②Eをz①I二至 dtりと多えら>YLる。一方、 R(Iゅ
の直4制。水分解による iのゆ、 PH b、三 )J /、o'e.. iに J0 0 0 γfm) 

/ h rηさ'c'-li r 0メ以上が沈吟し、何らかに通常。倣えか司経皮の粒みの存
鮎むた。こが給付制科 I手lI-てλて、朝尾忠ねのて、他物質への怖に

よ占淀咋ずは全く、 Rι(0什)手 η品tri.と秀之う..n..ふ。
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1 B 1 1 ナト l)ウムアマ )¥.，.1JムドよるTk，Np， A机め蓬九

:パ、y手五 l三よ る Lぇ油虫

辰府 Oノト本ヰ条感; 者藤目る

自禍主務3長中的tJ， Pu.iU'、ナト')ウ臼アマ lレガムぐんIa._-H g..) (ごd1)奇抜考古塁
元抽dえさいるニとを執もしl~o(172) 今@ば.このオ三五さ Th.， /，!p) A寸)'¥l::: 
J亀市し、その苧野村問\'1~ 。
支鞍Jt5五
N氏-Hユiま、 Na.OH71<務?1えのを解で炊リ、 こわE逼度(，1争末天して干由忠者!として

う決閉し t~ o~ ~~~T^~ ， .~~7 Npヲ ;z{J../I1'1'1'¥め各猛反長湾攻を蒸発乾周し、その残諸t.

両jZ.~良フ温度臨のj御室内環l支の場衆|ことP、し.干白土吊の三産米ヒし fて o j告ア 7テノイド
の5~l芝 rJ:， 5"'-'ID相手/)--m}Jとし了て。

干自伝l玄、主二衣場決夕刊)さタヰミロート(アρ'7tl.Rス守つ"笠 )1=入中火、 こ判:落

米中の面積の撃と手暑の!Y{A"f信正、 2州 2めんIa.-げ手芸;lJTえ.約30矛タ按詳して行
íJ.っ 1~. 三内ドオL;t目 7 オι銀相 E ィ合併し‘ J皆才自のア 7 ナノ 4 ド芭定量し、抽虫キ ε
4くめ-r~o Th..1工、アルゼナソEドよるヒヒ色) 237 N p， Z (，t.I/}qn (J:o(線の計数耕;tlて

よって会々定量しTて。

持表ど?奇豪
T~ の干向ゑ
T l(o)ー TK_(W片手安手骨組脅伴(ま、 U(o)-U(][)とPlA(0) -Pu. (llL)今市乏の

1旬lてあ')、}電気。ヒ守的lτ1;):.Tk.もは， PlA.t)司後f向 -H3-[ ~よ 1) 各局手で還元手
小る二 b戸発乙ゆれる。しrし、 TlI.b Le 1ドえしfごl結果グ今日月ち F なよう(~、 Th.
l立俳験場決pちほとんピ抽弘，!lト日炉つ示。ムの/憂国として rd:， Th.が水場攻守て‘
(す)偶しρ、部し古いことと、 こ4"-[て関連してルI<s解付耐久、E起こしずすい

こと〆、還元反応モ阻害して 1)るものと考Lう小ふそこで¥如水弁解や金的戎

司動湾~'YrJ-くす占 Iご拘ドl江、塩局長場衆pちTh.の抑止t3'T1dフドとこう、 TI¥.0抽
弘字[j:極局去の3*友M境tJl:JIてi平い僚1ぞ(て?勤ロし、 0 ， ユバ塩局委て‘ α 8-%て“あっ 7~i の
均六 1， D門て・3.μμ ぅ J..tJメイてE・6.5'%， 1J.2メイでjJ.t)Yoと1iヲト。 乙のニと 1.1

Th.も八10..-/ブ手て湿為 Jz"乏わされて l)ることちネすも今プーあふ 7J品、、 U)んは
0-2{イ極畷若者爽ρ、ち約タo7o.fID弘され七。 y)く2:...0ことρ、ち、 ThP"、υゃP!Alτtt，'
1r幣(て還Z抑止~~久ドく L) ニと. レ声、し、塩酸多かう凶ある定度/Vo...-!-I~ (ご千向
~♂~にふニと Tiと"が明うP、と tJ フ T~ 0 T~(W)ρ，"U( 1V)~ Pμπ)とその4ヒ守的

， [}1慣が‘ 1~1ま類似していよ!こ tp、rわらず.干由虫きれいくいことは (K) 伺めよう
削些面をうヒ扶、径の13-1:主し市いニと戸、、丈~1cf.房固と日〉て 1 J主と秀人今わる e



Hp-It仰のヂ由~
Np-AマnI J: LJ ， PlA e-)司採1;:(IIL対面と司ち‘ その jヒfま妙'}t~~も類似して\) ~ニと

か内、 N((-H~ 1ゴフて島政考で拍弘手小ること ρ'¥'"7得手中る。 Ta.b.ん7(ご示し
R佑味炉 lう Np. ;4帆ヒも O.(/. ， O. 'ir パ画If<~安ミ宗寺t.o、う q S Yo 以Z 1:. 勺抑虫~t{\.~ニと
p'\')3~~ 17、て・2うるo

LJ， P同信め、 Np，f}似 tiどめ反応前の画変化試能(;):u (VT) _. N P (T)， P以CW)，
A制(JlI)と各々 実TふフてtJ~〆、 f由忠寺戸、けをみると、そ勺豪?i宰Ið. l iと人ど受 1ナ
ていない一ιうて'Jうる。このこと I;r u (VT) ， IY p ( V) ， ねOV)と-iI ~宕号(ご(11I)
伯まで返1tJ~~P' らであるとうt えち tれる o
川Q，k~ 1ユアペ酢画祭塩霧夜1t-;(LγeMそくア?ナノイドlごフ M てNo..-fイ3抽弘司

佑累を報告して t)る。 (3) ミ小 l::よると‘ C:f， ts，FI!I¥〆d.) N o(在意丈十yo以上の子出

虫三?を示レ、 Acp'!う B I<まて.~ Id: I毅j右め千由払考e1 J.、三て t)ふ まT亡、 Cfρ、らんも

まて‘ld:、 1十l旬ズをとして (K)1屈がち1王すJTζ勾ド、丸町 Ev..， Yb eltiJ孫lて拘忠孝
〆品約勾て切るとして¥，)占。重¥)ア 7ナノ")I匂務攻中ずの (JL)婦ドつい寸|点

勾く η報告があリマわドよると、 cfρ、tらNoまで初品別干由忠孝t'J"(瓦)づ面の13-丘町
-r~めでかという樹毎，:l:-おと芳むち判。 -)J. 供、マめ失験結呆F ら、 υ ァノゾP?
Pu，A'l'I'¥.IJとも lごあい牧孝ず子陶虫宇 tれ占ニとが明ちρ、1:Td.フヤ。 しメフ、し‘ 守中Lう

のあ肌干田忠孝と (_K)イ面のZ幸男主とき)芸):芝ブ11るニ el手、!1/)'l'、モ防IIてlエ日月初、τM
\loA /fY\ I~ づいてはポーラロプうフ 4ードエリ . A/IY¥ (Jf)のお庄がえF..Jy"lて ω品。

Nq -H ~l還元!拐、 1\ l" .仮，)l亡、 (K)偶 e，f.まて信痛まで‘乏泊 ~tト Tごヒして tυ7
.Hp，仰などめ(1f)偽CT宜認すよ乙と FLjド樗ド困費者でtあろう。

ア7ナノサド在判長I~フ凶ていえばI TK， PGI.， Lγ ~p命〈々でめ元案〆う事い酎官

隊場次かウあ院長孝之"No.-H~ [:千白注入3れ」こ 't:?'子想，'5lれよ。 そして、 こtj'しう

めF見象Id:?Iテノイト"の/jf併精製y念桑の需品乏などド利用す Aニとt'て、-2Jう。

Ta，ble I ハ1a_-H.1 fτよるアIl- . #p . A m のギ正金fft

εlemeJtt Acetic 9匁 tlg .J)n I-{! Ex七‘
どmiJ a.cid (MJ pha.Siε(mJ) thιS包〈伺'1) yield (私j

7-A. {4与、?ι〕 。.4 4-.タョ O.O( 。、~

7菟 ("'6/) 0.8 4.6， 。‘ 0。 < 0./ 

;'I/p ($'.ιぬ o.'f O./s 5:4-宇 ?7 

)lp (仇 86) o.~ 0.08 ~守宮 ?宮

ノtJl11($'.之。) o.1f. 。‘ 1， t: 0'1 タ9
fl_1fl ( 6. 00) 0.8 0.06 s‘9匂

守?

~/) y. k'obaya山 ，T. /，.九/IHO吋) .TINC 至上特1(/96'1)

H. P. /v{a/a仇/ Y， fらlxlyM!u.'， T屯 i仏ム刷町.，~ ~b ，. d 主~ '30守'1(.'~11) 
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] B ] 2 ~高知アメ 1)シウムよりアワレトユウムの介融

月ぞ石汗 5裏辺噴売 0-1左11)子明

咋〉ト凶珪子照境財1し日Tこ之政タη7升4川、らふ、 之タ切升刊(-'11， νυ) .2ペ切4例ヲ玩一→〉之持Gμ勺之ZPIA伏 め足J応b'(い=よ
7ペて注じ作球抑2Pt陥以げが符ら仰恥ゐ σ 周H時号lK:に‘ ヱα切労似£芦?+Z4似ιl.2ιωvσ長友F〆うJ2減 P以め遭朝手呈
て

4停卒ち宅)-J-十、その字1本叫照射~7干ゃオ玄「時間 lミよフて要 f品。挙若ち I~. 才RR-2
7‘ttll注予探知しi:.2事件外le化学タ高ぜし、之μ pu.e lT~[i量タ材3玄ドよ，);f空誌、し、よT三
約タ0/'0のバ.2.puE合"l'"PL¥ ~有料 étぎ 1，勾て"部告す告。
実験
ま抄ト司壊す亨射干とコマま「時間をす1表ドj下手 ラす 1義 母黒知時向とキ去了時向

訊粁1J;‘よv::.Jl I J.， 2((-j4例02t.ヲク刊早とM:l-O
去り1生 572心存~グう周0¥0レ‘ソト(タ初1判伊 X

30柑ふん材料]J[/ドタう4州 O2的10句 gとFイ8-0め
IJ. O側$勿粉末 é~昆企し{::もので‘ある o iÞ~実ア
シブ勺Lとアルミ=う向製キャプセ/レlて1葉釘し

てRE射し1".10 しットとアシ70!vとの主F換は
向。粉末て"t空Jl)1~ 。試料工 ， KIJ:テ令去F姥のゑ
EDtJZ警わく0.3--v 1打/1tあ').往時厚J-{)仰

の筒号OI..-}'鋭七ルE開いて処理しf::0 読料
のJ線放射能のi庖千IJア/レミニウ向号広キャフ。

言到来サ

1 

E 

E 

守4、注矛東
f哨Vc/f札2.seι)

へ1.5"民101~ 

/1 

'" 1 X. 10
13 

擁肘時向 持者時向
(h) (C{ ) 

;;，90 a も~

5'80 6tJ. 

2トSo bJ'O 

わしいよるも勾て‘ある o 5'M Na.OH -1門 No..NOP3長約二よリ脱被環し止のち、
特キロNH与uまj::Il6 付 lす CR;磨爽で、 f1iJ.Ot~嘉併し T，。ヲ者3査 f向 0.2.)"6 iト硝酸{ミヨ程
育干し1'0~宗達千工フJ[ 1J_蒸榊視しわのち州 H cR;!ø~とし‘ PlÁ E.. Dowひい8( 
ノρ()'"ぇρoメッシユ?ク骨7明 φメ}20州州)!:::吸着手芭‘ A--rれフ C'n'l品、よひ:ラシタノ
4ドp、ちタ離しfごoPIAIま jパ HcRで務阪しに。 !lm，C帆 tiLicf-P去う才ン女

f会主えヒぱヒド h 有シイソ瞬間~:pシ毛ニウム穆爽E用 l' 了ご P易う才シ，対奏法てh羽Mト
高差し精製しTて。♀38-pUJ ..2弘外側?ュμC榊へは会タ新妓PEfdt保ス10Iト)vc 3~11たレ
て)司;乏しえ量し下。試料Jl[[J:.0.1 M HNo.)5;彩え中ずιs之 03とけ之02{ごよリA刊

さ了イ函としf¥t1Jラ、同ヒ(，r汎 "E)-oYo H TE.H P t-;:干由去し示。 1門HNO_y了!'C1'l'¥.e}if_
元析をイ~l"'iMH cR者手とて下川逆抽止し7\0 二告試料o)P¥A.アラアシヨンの一却さ

と1)、 i安曇タガy;玄ドよ I}I司位持ヒヒ ε場'1免し1~o 咳望夕不汀I d)彦忌すタ坊ちンJ -1夜警
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P以周ぅ主体tt

拭、料 1賀董数 之持只λド対するヒヒ

工 ;)， 38 7 
戎 .)7 。、 0301主 O.000 {; 
主化。 0.00 $ιf土 O.:J ク O~

正~ y: / . 0.0之 3?土().000 6 
a-. ~ど之 :ο.ヱ73-句(.'t 0.000 s 

正 ~δ 舌 1 

之37 0.03 1> S t 0.000.) 
~{j_ O (). O 0 J-J土 βρρo? 
よ~ ~ J O. / :; 0 J 't O.ρρ6だ
:，)_ ~ι 二L (). 7 S-(J 7士0.00CL .) 

正 二1...3d 7 

之 3i 0.0年ユ 2I O.OO.JO 
ふく'LO O. 0 0 (j. I :t (). 0 00ふ

二)._~ 7 O. oft_o 7 :t 0.00え/
之 {j_二し O.之os主主 0.00弘?

A
h
血
膏
¥
虚
何
千
岬

.o-t 103 
冷静崎南 (9)

:z'9-2pv j23Bpv tオ:tp時期のl釘笥・，

D.I 
10 

オllf}
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オz表佑突
す z 表 (::1質量分材F よリ ;;~II良さい

f亡P以フフ 7シヨンめ同イ主体ヒヒ乏ネ
す?zμP以[::ヒt，'て却で々 れの注攻、警
が勾〈、 げつ、以之C.-mの舟々 p¥ヒヒ軟
的短いので¥台三哉、タiE239Pはであ七
〆、材料瓦からは之弘之tv..315'"らと住

む Pは言託料E'f~1~o A州7C州司 F~:#
うゑ苦悩:'10え'""103である乙とを売名す
わlt、Fはアラ 7シヨンめよ事件刊/

ユ3d-PIA.のヒヒ(J.di、正そ 10-2
ザ 10-1HJ. 

令。し1~ tFフて、 ラ「ユ志 ζ乃等号をえ
よタfの核樟1$主ヒして北7/)'1'1¥と推え

される。d..首長ス¥07卜lコメトリ-(主

主判手" PIはフラ 7~ ヨンめ以之C'YI\/
.23&PtAめヒヒlまI0 -~--v I 0寸であ6から、
噴号数ぷタ之の核培IJIjヒんど必Pu.
と売九てよ ω。
探知中 l二)主戒する231rp以炉、、 Z{ltm_

めY主買え、号室ドヒt，'て不全めてfY74Q定まf
湖南中めよ河川?月之P問争司、柔ρ，~、

発足てき、 刀、つ、 月良知佼)13寺の)主長夫、撃
のヒ七戸、2μfu../.2f/.t-mさ/る/11.戸ずあ

?~約干のもとで‘ (J 、 zμP以/238'"PI以

めヒヒR!l、

R~o・ 1 ~ 1 /c 1ーでー入七)

イ~以さい七。入は 2f/. 2[執の場委主
著丈、七(d:1々去「日手M了、あ合 o R e七の
l詞jic:升 1IYllド実線ずネすe J各試料
め R め失現lJ主 11. 河 11~ めjM長ドよ
く-f丈司告。 してくfフて‘ うす 1怠ド
X， q~i妙味納長閣では、1< 1てフ日
て首).i乏今;jIj攻守〆攻、I)JLろ‘以初/
2.38'pl{巧じヒのをうヒ(;1"圭としてキ宏「時
間1オ怠嘉する。
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アメリタウb...tJ)化学 (5)
] B ] 3 4重吃の界i本による AmC耳)， Am(γ)川政・Arn(坊の失地

わヒ久、~，訴 後オに 獲 0 原 北本色

アメリラウ iへは水う態。t~ て、、 3 ， 5， 6 ゅの !f.-1-~えだ君主乞ピリうゐが、 Am(V， V1.) 
rJ手キえでよ直撃の還元者'1や有機物によゐ;乏孔乞食げト、。 tえって加何回)の応

予約'Y:生ぜる昨免すゐ様l二lまA同 (llCv;匹〉の小積五初ゐ Iビ専があれ AmCJl[， 匂V工〉

の応手的f車場〔マ産動の翼~'" z主Jj1有 L て~， 1- l晶 ~K程、の~布色調べ‘与す 3主として，白
γ-rA紬伝法， @ HOE.HP-乞ライト匁宇内乏{究所した劫1iグ'()-::[，ト沌，① Lι/1， j毛地

坊が月主ら ylゐ。 このらち@， @の方法令は孫手~~O/J(寄る η ・文化州卓なうよ i 二 A1I1(:可
乙 AYI1 (V) しか~砕しむない (~ni u-回11-討論会老系人③のすよ主て.'(-;1: !1m (111:) t 

Am(V'工)のキ動 μ 、知みれてい苓い。芝こて‘ホ持免て"は Ldo.円*地法に釘 11~ Am(V) 
の苧動 ε調ぺ， AI'I1C立)乙 Am('V工)η 臭叱浄釦じ比較すみ/ガ，官1.， CιCIV)のブ、"J，じ

吻， ~b" ， 1h-， Ce.(IV) の 1) シ蝦境，ヲウ~，@室長鼻など、の地政への Am(][， V，む)の巽北

券助主益金対 l.アメリシウ Lへの存、..}-~..!t1~~~の 1r fri お与い l手料 JL. 伊島住i三フいての初
五~~)~ゐことを目的じし f二。
支局食 Am(豆，ず.， v工)の?訟投I~ ~'?t...I~ ね与をした1)込 1 ~よ 72属製し α o.tハ/五時般協夜じ

した。 をれらのうおえの f え重 ε;r....~J エケレシ製紙般J官':. ~えり ， /h(/v03)I./.， Ce.CN03)'I-/ 

ZrO(N03 )2. の漆)(4Z1i' よ v.・5員 a笠宮え l~ll~ ，YJU窓生街~t浪乏何 i t pH主主局整t.， rdt_1¥訓ん

此 地pOJ./. または K工03のう怠うえと 11'(:)t て予私服主主民 L 九。_.え9希同す丈l:~包遠心小言i1i l

5北駄ヒ』γ澄N宇の i}.lf.fArnのず拡射能主滞'Jえして表'i1C.弁乞 j存以レた.な志、暑地震、牧

t: {史 l有すゐ?お定11千めヌ γγ 乏直し，また Am(V) ヒ仇lVl-)(!).~お~td: O' c.でほ砕し

T二.

銭来ぁ、よ wオ東
t プ守化物 1:よ匂表地 Lfi<. /13 It ヲンデユト、、(JJ1， IV) ヒアク~ユド(]L，r:tr)司兵法

制じして有初て、、わり ，!vp(マ) 11 マ 7 -a.重で、は!-.悲しないが、ミクロ聖令 I~ .r-沈ずゐ

よ乙} 1 7すチド(す工)1"1 ~ ~屯 L ないこ乙〆初みれていゐ.図 t 1二0.1向榊空路夜却、

ら夫~Itr， '9 J，) Am (耳，V，V工)η_$JJ(;ト乏系可ド，仰は)乞 A問(托)の孝彦βi-J:~え采の初乱乏

落吋 liゐものであゐの lこ対 l， A削げ)の右手也穿 Ij北長¥lの受 lこTt.{~~して埼1}'() ~ f: • 

....-J5 0.0工作7紙委主3綿?品次骨、みの Jそwt.， 0 佑手 11 国乙 I~ れすように pH I - 併で‘A明

C-.rIL， 択す工 )η 表洗手 I'd-./手 ti.'_....えと本リノ抗f左足を f弘えしても A同 (V工)fJ、ら向LV')へ

の ~ι11鋭刻されな者、.， r::.. 11九戸4.， K.z Ce.(iι て‘も μF~ t. n. It.. J;Jヰネのすき1t.章、c持ウれノ

Jf:北 t?J-f:: lt k稗々殺害イし抗措釆，丁九九て 殺しよ ν 品説ゴ主lT.q~ト>7 ft ，た"-t 11:" I~乙
吋/J. .S -m.)，とあ'よ v-‘ l()~ro 机~h. ‘ F 附i の m~l有い?とぞ fも事技!41ぅ:乙 1:よ?て

-]20ー



Am(JlL.γ，V工)叩孫子地秋、穏何事iJ令 E点的うゐ :ι ドキ111' ?た。

l. 1) シ純填，ヲヲ t，腕換 l~ よゐ投光: 107'l't/JS判，tの lyt: rすしA"，d宜汚V工)

(;):図 3I亡示すように pH/;J..J:.で.$，.立与表~1c.キ乏示1". 1~ 0 zr ~章~'(比マぜても名
手Y弘幸?IAγ円(1lL))' A....，(ず)'7ρ同 (V工)t1l MI有/寺 11・友利みず， 手f工者定幸(:対 o>a POち121"比

例身与は K きく:め比の増夫とr..t;_， t ~ .f-:.:;，花キ IJ:-宇奈 1 ご減少‘し r~..;<( また他何ぞ::t 書')
ti究品l.r二場令 l~ 1孟惑とlこ訴す Jう'j:;.そう官キ p':'{尋今札 I rH肉増仰に件なフて署北宇

i主喝 0'(2 レ T亡が‘この峨旬 I~ 1 ~I ~じ初恋ての Jぞう也苧勅 E は-tな与もので・ム勺・ リン~i_

世主Fよ1ハ;、ヨヲ7f;~(悼のうt臥へ勾仏靖が・4"み~g で・ふう;乙ドオ7 宙‘ ')， ~.vt ~ 0¥ ~党民

主車体 1':.(語い初ガラ Lヘクぜてト珠(:よって}ll1¥()IL.， V， ず工 7 の柑9-~離が・"4 îiもで忠弘

エ期待~ r¥.告.

100 100 

"...、
ト，、

Af〆
r手、、

、J
、、~

砂 50 議ト 50
宅ミ モei3¥ 

今5 キヰ

I 10 
ムぷ十 (明'3/z.sm..e.)

国r 0.1 tI足首政.~如、ういlt3 1-:;'主る

.1;.予究(A""UIr，V工);R.T. Am(V); o'乙)

100 

へd
h
r
u

叶 50
唱さ
句、、

判〈

。
国 3

pH 

Z背骨おお((.17'ら2，.)(POI(.)'f t:よゐ

きそう吃 (0"(.) 

~r付; 10刊 a/3..r沖電£

。 2 3 4 
pH 

国 1.. 0.0州都敏均衡洛i(zがら μち
I ~よゐ晃司 ( O'心)

しd令‘，1刊'J./2.)-m.f. 
ゑ ωE叶税智境技新~t取骨、らの衣得。吃)

L表I引予11吃/2骨.rlmtj pH 
表現苧 Lり)

A別 (111) Am(V) 仇 (VI)

t、0 '10.1 7'1.6 /0‘守
T九3(PO~)争 :z.$' ?え、3・ t.z‘。 ;z.ti Ij. 

4‘。 97..0 86‘Z 何‘。

t、。 え0.7.. 係1.7 11. I 

Cι3 (POφ)φ 之‘.> 36.芦 手足d-7 /3.6 

'1-. ()' 4I;~ふ 1 よI.d fうt.~正

/. 0 t;S:‘ι n.‘fL 量守、品

Tk(103)'I- Z‘E 'J'/. .s n.7 J7，F 

与，() タ品，3 宮吉、宮
{<r; '" 

1， 0 宮"t.8 "6‘。 宇宮f

U (10;)f Z、5 8品./ 7~. 1f fλ.0 

~.O 1Y.，3 7?・0 N・4-
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電叉氷動法 1-:主忌枝令裂?L~4:担の丞至宝令都2 B 

2こ

EI @ z3t;Uの核分裂を成功は拘30涯の ιわ IS1j__0， モのヨぢJ 短寿命核程

(数少以下) )-:フ l)τ ば J ま1γ を1ftらのれ視エテ lν ぞは 3実 長 さ れ Ll¥怒り 4のt>¥'

多薮あ2>. ニ山 Sエキ 1[/ぞう字放潤ぎ決定する l二 U数 10秒以内位百句 Z害(f1!f

離しノ 出まるがけi1{，i豆l-z.}U.Jj主斉 rz.入 Ih2>士主，o¥"(氾宇土存~. ヱ 0) EJ的:f某 r-rzめ
の右芳志子設として?ア仇電!it泳動F宮左採雨し， をの革i量流動系)'1'の設定乞1古事的

可能/主主まぶ射すする.

1 イ才ンの移動jJ:__と少龍格

多数の混4トイ;;rV";;I b目的千万ジ瑳まィ合議ざすには i盈多告示動iJE競.o"¥，"j;Q'， l;・あ

Z多卸w.鎚 L1 移動産 Uノ電位布頑[;E， 5ijL 卸評手前 t の掬花 lすフぎ?肉 i~ tX事 b

j長曽本(京大Jft，手貯〉

る

式 1に右けて I ;fl(卸碕間〈乙 205コノ永勃距離く Sc悦);f. I'j;尋年1守としちヒ乞比=5AEdS2

くー扱ヲ善要職司万ジの:rp埼移動芦t_)のヒを 17.匂電柱勾配 1;):> SOOV/c'!7Z ~怠 b. 三

の司君也勾配芝脅る τ i: r;r J!干bの.:f$:街がら T，jト可能であっ， 胃予見 4主今あ 3 ナー与も

鳴るれる， 玄J '1の lん 1-': 支持竜餌質ュ;~i程の持強 J 落ft_/ -pH 1 5主動イ万ジの賓室ノ久

考ゼ1j t;" Jzよコ之変化す;，. 誌の草i#¥式 I'J弐J 2/3 1ニょっ τ表戎℃ぢ:9.

結嘉 k，;;号豪 幻器官良，両主主イオンの移動車t(通商 4万)， H2Te02} H2As02) HSb02， 

H2S明03JH24-eO'I! H2
Se0'3! 付75ed4-)Hz Te03ノ

/t2 TeO斗 1 H2MoO斗} H"， 'Zn02，け7Rh04 ~どコ

l1.=上とE〔l+Mh[弓三く件 pbl)二九時内¥..， • !，......'，.， L 2 .....，.， 1"-.1) 

(1) L=lλ'E-七

式 2 1" j二i五の喰イオジ悲の1'kil.つま入れノ

最犬静抱数況の乞ぎの μ::6¥''ti究芦12tJ} 2:を 17.

1;).' fj'・'ff.1の工設 IZ示す?愛子Jr:)φμ-fH1117 

、報l':j事ι :3 )，;釘 7，:・き T. 安‘線写安男昔、符某12

よ 5 ものもり 文銀 l'd;;え 2 J?よフて守想タれ

fをllIJ稼であ~. ーす令長ヴガンの寸旗印

錆帝医者Lf~~寝雪解管乞しス 孟三笠宮 ì~

%.-1::アげまA-授す a z ~ Izよ:)， ィ合毒>I};r可
}t k-写 8. =の左き e移知f主I(J:託 3Iτ g~. 
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PH 
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吋{ド(問所持[1十川(学印k阿川ヂCH"，L-+ fs)s (3) 

fHワ nfワ2 r付ワ句
f~== ヂ (1 十 yr+ ヲJZ;+ ・ +石高ごτ) (1) 

ニフ τ・門ご令Jf，じをJ各学イオジの背聖教ノ ド顔色イ丘手イオジの苛脅薮/マkflu-::門Li，

の錦子オンの1:主~定数ノ i= 庇危数1(.，，-，'.錯形成 ~/J ノ少与今融両手誌定数 . Pi~， 1の下

試の格子才ジの υ-pHI官、吉泉ト才 f1e-D付形五菅干1""ンの形成 17.よ3移動悲の主化-g王j:.e- ~ 

もの 1:あ :T. Fi#， 2 J 3砂 EDTA ， 'NTIJ玄玄 J寺竜再存度 k し作ヒ号室り u-11げr!T綿 E‘〉主務 7;-'JF. 

L 花曲線(;;j;gr rr 話旬、核℃あ~. 以工 3韓の閣が!7:r:Jf僻℃右 3 ょう lZJ アJν ヵJIア1レ

カワエ頻~宇土殺のよう区間放えまのクド'1.1 -'r ts'離 l手J容易(;';;t "2 1;¥"，掌ーぇlノ

手f主砂町-11ι 写有害(ii愛子 ït シの主~k)(ユレ τ 争議~-':[ずI"Z-I'J工屈の少訴キ f干 ι ゅ$') IZ 

エ実す 3タ写昔¥'あg" イ'lj，/え IJ'l<b )c. G告のィ?融ワ支持需を百平賓の与方ン強良 θ 懲下 1τ よ

リ， 芋 1主 S'y)c. Bえの少部切クロ A 昭司錯す~~艇の 是正彦'1(智す 3 コl<: 12 j:フイ校長E鉱ワ

ー予:;.ì:;あ_t.す~， ず危 I~ 工03-' 104- 写 ι・暖化杭態の署フ台イフ「シ穆 o¥春五する場4色

作 td;i7t動?宇ロ醜 f巴y字表}宮 iiみ正符"(}?て確化数 d 1:: 1::の之手引 L てJ 争被災芝あ

ヴ、多=乞もで翌:9， 手花 A3工芝勺ーとの告とす官民たd'1;::嘉の _:，，]t動-ItJt.体の f主亙'(，'11' iJ， .(t 

E ユ1:: I?tど・)'1:よ 7 ""["'r婦が事ど叩 ;']l初芝停止ニさ吃〆 千也の百的ヴオ V 母牢髄ヲぜ才室

1:需主主する::. !::も可能)，; fa :9， 

。J帽
畠
石
山
川
同
制
同
時

Rb， Cs 

Zn，Cd 

Rb， Cs 

pH 

0123456  7 890  1 2 3 4 5 6 7 8 9 

Flg.2 会晶子万ンの Uーア対前線

EDTA: 5"X!o
3
M， 

pH 

fi t'~.3 金品4オンの u-阿古品f.
NTA工lo-'M，
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2 B 2 電気泳動三五1:::よる萩み裂生;;¥，物¥rIlパリウム ストロン

十ヴム内相互身高生

(京丈糾ff) 。あ \Ð~ 弥、王:ザ足?台、 4Ã 下獄3台、求問之/

EJ irJ :牧子炉¥:t'性手の照射¥2'ょう生成 LT-::.羽 Uのi充分梨主λ拘守昔、らあ丘電見

泳動77去t::より 51"おJ7;:.'{5且ま迅速fZ準高正"4;) ?ヒ左目的乞 Ltz 0 通弟の電気?キ努ワ法

f::.おいては町2.d)Sトヒ 8f)"と /j、ほプ l司ーのをえ永動的さも動き;y，、し、短時l訂川不動

英、験で lj- 2: t1うえ宗聞のえ日立分離l;t不可能てあり.そのた灯、授与?梨主汽開1字

ずらそT離芝~ T-::.かおよびl3a7.)、う 3支出ぅ~ ;{(ク I繰のヱニ)f，レてー寺玉突 >h奇採↓z 2 

れらめ占色良竜王ゐ号虚，[:;入れタヒーヂ汽朔;1"非$!!殺臥している i支え皇 7~ 芳丘して
お9 をの、結集、 L イkハ元素 12起因して~ ， -?上手長rれやj乏が、困難である場必ずで

lJ'ぃ. したがづてーか， Bi?~'うめずr. J:， 付景色ーヌ之する iz:Ij， i索令裂!f-t，'物¥f君、う
Sr， 6Aき.w豆介前して得 Tz試乗十ゎ t殺スマフト/レを向予定「し 沃土ト紋ヱニ字 I~ ぞ
E交えするノうど芋がある. ミハケヒI3Aめ不自五分離1::1 j、在く rうZよれうえ吾、のみ縫

t -: I司いられているフ|ヨム政援三去を l羽ぃ、泳動';]\ft::: ろ鉱工で Sトヒ 1311.め今脅~ t行7:z 
どを目指し h. ぞめ際め交手手i雪解安(緒1l刺)め殺類、予室長 pHi丘マ 7ロム政イ

才ン内務皮 着点壁等Jご小、て検討をお::rJった。

芝、検 :/o-z門品川の)Z I 10え MBa U:z の等量号を令移訴え至試p十姦漁ヒし， sト， st¥ 
ゐ不目玉之介紘1-:11、 ケロム切をす 1) iフム五 l和、 t-:.. '2ら1: 日本 γイヅト-7'協会字、

今購入 L[1. 105いお J〆!33[}t>o. ~試針斎米中 1-;' 入れ h キつ[::っし、て方氷初夫被 E 行な

い，ケ前後、 ;)r， 50. iさ相当するう，ð~\杯めたt ::ìぇ射線け1]え L ， ~1t _.Vく!俸の減認，~
行 7 i王。:宮気来物分離1;.I;J、 史子手ろ引くNo. SO ( / X 3fJ tm ) さl初ド白 i五対を Zη う

、れ ð-.，\f~ 邦 \7 _)-〆ィぱ，民し， Z記針着ノ足場所よ?、貨危創 10m.例/77r ~'i [2 Kz C/"'Oチ悲

恭をよ~toバ看走、し f;_. ¥芝!lL主管βみ縦1)μ秒間、加老ぷこρ 00γ/'5t#Yl Z行 7 (1-， 

Z 的泳紛争告白::1有いた支荷~解 4 3 2 1 0 1 2 3 4cm 

安l:t/o-ZM内 l:Lン峻， EI7T A， 

IVTA洛元気であっ Tz0 Sr1-ィょが'sIA ト)

め米伊佐fiη 叉え 1:1， ¥7ジ fン

政アトリラム lz:よる茶2T--メたあ
るいはメ F来71 Iしム[-;.ょう:1- ー
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(+) 

Sr，Ba 

掴 111 

Y 

車 )
 +
 

〔

-124一



殆/震を )0ι乙仇 (Lr)手みゑ主主主客二Cr続 およ;_;:今一刊訂荻章(戸忽)て業l乏し
(-:.骨 とれわめ追Ijえ結受手、わ Sr， BAη to乏か保坂噴きの殺討を行 ，r" 
ゑ丞:らト乞 130.内村段、骨量12I乳、、 f!.支持孝悌噴ム 7ち， をせ:)~よみ者協受ヂイ喜ろれ
Iてハ IJ. þ~::: 1-η !YT/j であ 7 t:.. 三角 NTAをえ持老鋳貰叱して i引い('， /0下7

Kz Cr ()4 ~ )0;J)もえ、可る?-'e‘τより， ;)ト巴 BIi¥内争粧をおエなマ巨右のヒ ， Kzι(/4を

i羽ぃ rjい長寄与乞のき忌泉丞 FiJ・Ii:!.示1. ;_ハ Fi，!f'I宇ハ !<zC必至用い r:r.永物受験

《か， B且eyit担当τぅ 2，倒的ハモ(ir;'私兆(号/γ)11をれをれ z110， f'.チ ，)f/fJ 

の姐 zあ 7 rじ 〉の示部会j't;(Jj長ノト雪之立大物ザ語、ち f 忘ト， DAを手続し h銘専と《才

一一トラジ‘才デラム万1''Fij'Z てある q ニ内 Fi'j_.Z 1字 d);;r， ßA のう~7K初 j'K_ 孟 l:? 却者可る

ろ ~K汗内 f 線スぺ 7 ト 1レがを

iれ吃れ F，-子3， Fij. 1トfふる

宅主 rJト韓民 1--)子 Jレ〈ーを keV

f阿守口示す .Fij. 3 IfηF 

ぎ恥i、 fZSi" I 13ふト車、ろ京弘さ

れは七《苦父、主でム~、 戸'}‘ 4
Iぞのト忽 11.， 1主'(.)え1(バ1β久r

崎 β刊、与すえ弘をれ t:!.i:めであ

る
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Fig.2 Separation pattern of Sr，Ba from F.P. 
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3P級零気〉苅慨によ5
%ir， q5Nbおよ町IsIHfの姐互分譲

2 B 3 

奮山挙慢丈〈理工〉 東宗教膏丈(理〉
木津守幹 0佐野裕正 関さま紀池田長生

s-
亘血 qszh qぢNbは、 ~'ir(もちd)一一→常Nb(35d)の関係1賢明el三め共隠す

ること航、勿く、ま拒否、HtId:問権充秦で化蛍自製爵訪駅類似して l¥ ~ 1三品、これら
m核種の租歪分離~t\ ずかしL\ o イオ L交梗支あ ã (¥広溶感抽出法等によリこれ
川元素の介離の研粥IJは勾 l¥剤、一線1::.榛(旬、複通で、 iかなからぬ時間をl弘曹
と可否。そこで¥よリ廓便1=、またより建時間lこちを金介離を.ffrcまうことを目的と
し、河白紙雪安来動交差聞いて租を分輪E誌井、亦艶l三島け否最誼受件主釆め匹。

互茎 ま守1作去、 ~!>Nb(1)粗乏分習l~婚前し 1三。受持係l三\d: 30叩メ2Sc.mの色口1']"Jレ

左用い、安曇1=ヲEeち、だの稜lエ前住翠し位。事宮市ちセロ巾ル在米流後、'*介
主とリ、雪解液に It寄回以上弘tし、がラ之キ志位固定、余介の雪解液をδ1きとヲ
t後、か1ラ又蔵で1ふ色をし、:ぞ却槽内で湿蔑平衡1=建立しめ、t;5DOVで115"，射凱通
電レ手。ニのセ口1]1')し1=誼料の qS-;l什l¥5"Nb(三ユウ酸溶策)き細管で微量っけ、

三ユウ酸曹解液五聞凶て、電蟹*動噌内で来重力主行なしl、電解液濃麗、 pH、浮動
爵間ホ‘ょτt"nn電圧ををm_を乱安イヒ寸也、来動の変化E吉田代主。ヲ量動後七日'1"Jレlこ

っしl之、ラヨオヴロマトスキけによる β縦憶により、発事曜の護持調f¥t:.後

宮mm等片1=分害11切断し、非?型No.l(寸'i)乙ニ守レーヲっき γ線罰暫定装置で各
門川勝慨を男l使し在。分陣被穫の聞史広、白色くし・D半導体検出器っき 1024守ヤ

シネjレ液葺分析患によ苔 γ緯エネjレ干，1-又付ケト)レの漫l¥定およ説、学滞顕のう郵便に

よっ行なフ色。
~r-、この繍肢をウラ::;(]'I核分裂1生母拘の嫌ll'::府開し事。絢 0.8 吋。U30S

在、立教丈療研の'TR\ ら A TI.型原与1'pで 2川Q12 n/c相2/1ωC，，(1ì 中l住~束でら時血
中1性ろ積年tE行革u、照射甑科は1か量。硝E援を合むION塩酸で‘落解レ、担体とし

z ち ~9 Q)~トおよ官 10開~(J) La.を加え、北酸化す〉ヲン左況殻\t tt 、主主l~分離徒、予見
践をION癌酸1=溶解、 ¥0切りミン酸トリ7'¥=y-)レートlし工L溶液E‘不安¥ボt{'o(およ
r，c 23'1 Np )を抽出1 三ユウ酸怒液とし拝。これにフしl之、先仁得h労離の霊誼索件

lこよリ来勤労離を吉弘¥介磁波程在調代拝。
さらに、情託、町btn最畳分離果件亙聞いて ¥lmトtfと'l5ir(十何Nbjの分:鶴1=拡

張し、 こ芳tらの務覆s)租歪労離"tttOf能力1否1J¥蒋前L事。話料。 18>IHt阜、Ht02怠守

l住~腎射し、 6N塩酸(最後1= ION塩酸〉ド若砕れこれを 0.05N :::-ユウ醸ヒ蒸



率軍国をくりす、'x.(" ¥最終的にO.OS-N乙ユウ酸審液乙し程。?を動方法およ加分砲
の碑誌は1:(1)場合ヒ町議ド行なヲ程。

盆塞 qsti-¥ qSNbO'l租2分磁の実作主検部可否 ζ 、乙ユ勺酸電解液濃彦ど加電庄
の開僚忠、来童図関白左20d.子乙可否 ζ 、O.OSN， 1.5KV a)¥o; 7J; O.08N ， 1.0 lI...V 1=卦

(，¥て分離間ゎ拝。下ig.1は、制5の要件('::.車、ける組E細 と 漣b距駆dl関係
1::.つ ιl之 αキので耳リ、商l看の関保は直憩I住吉禾レ、来勤時間の増加ヒ斐 1=，'i5iシ

Q5"N'o (()分--が事くな否ことか‘掛かもま主H3.2
忠、三エ勺酸濃度O.05N\加電圧 15~V(t:iDV/Dゆ
でお分泳動在ttT:三伎のセロ巾!レちラヨオ7ロミ

トヌキャナでス干ヤニ〉アして得うれ在宅めで‘

、十但!l1¥浮動してし¥~ 2フの介離巴ー 7略、

白色く Li)キ導体検出翠つき来事分析患で田空Eし

E結果、震要但IIIlq'Nb、モの支のキれは q，lv-t'‘ 
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Rg31::'S:、電解液のpHI::よ吉秀童討の1変化を末亨。
こ批 I-=-よ苔と、 pH1直i苫依ぃnく苛な hち際殺

〉折衷し1分宮鰯:栗を与える。
以上の安論結果百¥ら、 qS"ltt. q5Nb o'l最適令書重

要件広、竜量管液主O.05N三ユウE撃と司事と¥

I.sKV ( 50 V ~帆)nu庄で、2Orv30分α釆勤前夜く、
この要件で I81HCを加え主砲2分離芭・広、 ¥81Hf古1・
便事 F留まリ、これらの 3核震は亙(..¥ド令部立
以3ことが、官官認さ訊拝。

さらに、こめn法はつラ〉の稜令裂主~加の
介離1= 宅~聞でき~:.と11\碑t時 5 乱手。
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2 B 4 

緒言

令内JP成樹蹄<A仰 yO&XAD)の放射イじ学的利用(1)
氷雪1tt%ゑ危の城秀Iz，t'よlを"fit当シヅのわ響

〈う孜 Eきつら守〉

。う痕手リ r 久 々苛尚子 fヂ米正案

最i!r)~~されT二村P広秀樹路、ルgVl-~XA D /1.互対敵砕凱材料棒
ポリイ r のキ釘脱で.孔佐ヤ内初来由絡を ωろωわヒ設え化毛のタ¥"ィ下ちれていbJJ
外秘i手通等のイ才ゾ丈搾移1防k企く同じ・予約五て日 系史くてがっ不赤十主t あ7afこめ耳元

扱しtやすレt。νq.. フ咋ゐイ才ソ失模範111秀作1i川，，' 有機物1::'対してきわめて犬3
ri~及j者能力をしめレ 万五・閉令子野11九νイこれ芋で・ i主主乙して3主イじ学 7自滅エ1-
イじ等あ勺 ωl手海水処埠Tよどの /jt野での列異例fJ'i・f;<. ピダミ γ、 チトヲすイ 7リ
ソrrピのう伊藤袴骸， 1 Jレコ -/レ. メ/レ斤 101・/年どの政為 7:r:. / -!レ、 lJV者

j レベ‘ γ どγ ス lレ不γ品五11 ど‘切除者 J 乞す ι" れ T三発7tのあるこヒ州'L <YJ~.h..て νl ゐ。
手:._~~で‘ l 手， A悦tØi 広tR.. Xバ D の犬手 t[吸着 ~t~ 椋射ィι等分析I'!.j/j 用すゐごと

き目的包し 宅のための基旋的'l表線ιして、代表的1j技タ族主成物 1，'J t，L'誘導
納‘I立核緩め街路へm防岩手事?をレいた。え主要男舎で・lま. 地け fj炉b して歩

くの安易イ汗ンと針換を穿成し々すい有4続試薬で・あゐ方有シンの侍ι千で'の争11容
につしIて按討し rι。

7乙寄食
n 券ヒレ í~放射IまJ老後 1 ;J: /3t.s. ?o_，Sr デナ2v， /44Ce， JOιん μCo. jι1Fe 1rと"で

水森被11 主乙して面下隊戸隣自主7 トリウムOl k幸彦pH 森永主用い [-:"0 乙の I~ 布、.
蕗倣.治水f;ピ・も用い r'!..• 令成政j右手封ßä I主Aφレ!le必&XAD~リーぇ"のうち
表面積ヲ00タ手 平均Jt1幻oJmzoufoメ ‘ ゾ り の 吾 川 用ωι a 

p.R諸の基礎デン:7~'1パ・い/デ予告でE 宋めた ð 111わち 私物坊?主主仰乙 f二s-01rdl
の念示室水揚来ロ 0.1"} 仰衡脆 2 抑えふ?手1t"ゐ。 -tL時M~与は水海うた中m放射能
1~11 免し.はじめ I:PD z... [-:.例:['r.主fをめラ腕 k比較しτ時の物をしらぺ色。
同時i乞0・タ?付実ヤンーエダ/ー /ν場ぅf.tf-m.R.古抑乙て同株今安寿食もおニ 1;'1-1 ~ 
q初等もしわベ作。

結Jj!..

1417よf三僻巧すp~レて 60 ω~fíえ秀作タにづ\.'操作し約千 a
1'11 3'"V 7の0・IM踊下級ー際展実アトリウムラ月ト来f1¥ら品oCo rt X A fJ ~ 2ぜれ自身 I二

It. 1手b ん!ip及秀レ江μ 炉:芹苛シン色子手:110rゐ二と川?'O~秀孝 iま努レ〈埠犬
すみ e
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ネ1. ttJ1ω0) A/JnJ，Vti!:.tR.. X A D -2 1¥ c1 P，及桝
(パ叶祐:ラ嘉手:ft.yf7 /)J1 R -梅崎 0・ti)

二ぬ l'シンむ令官口しTよい場令 1 者シンをラヰ.tJD し1~~易ノ合

1 Itr. 之11.1'. I f dMj. 1お 2 {r. I / ~抱牛

ア11 3 3%  3 3/ .50 93 
アヴ f ! 之 / 与 r7 r;~ 9r 
アfi7 l与 13 Ib f7 q守 99 
冷水 ib f /r ?ら 98 タタ | 

ヒ久 ~t.. plf S-吋 7およかう暑が(，. fH守〉では (p.:者向!-，(rqで1t'引はL拭P広

告 i わるよう 1:1~- ~D 間五 ti11帆 1 4:， 丹下ι!/J{，1(..札 (c..hi<JJW  -c-dηぬ)， 9弘，
j併らで毛主'!-められるが、!叫んのユトロテルエトラト}"よか凶ユトロイι母物 I枠Ce
i宇fH~ν7 司範囲令 i干打シン吋件 i宇 /J 、手 LA " ー

まド. /J7C$， 90 sr I~. いすわの場ゐれも l芋ヒんど'0:良晃 L-1ivlo

シメよ今伶.f:1:t.令内可立系移耳目い"，放射イじ等/p'不fro11，....野1:今季IJ申1."(rゐニ k色

しめして μ ゎ.q 11わち.才守ろ/ン以外の移々が有機、訊妥ヒ L畠者 I~，f¥且み冷h-tt;

て作用 Tゐ二乙 iニJ'). ぜれを下伴家nι特長的なP及角材・可能 1-:.1よるヒ売えら

れる，

手作 1釘怖か内句色付随tt主辞世Lをう事閉すれIf: これまで・舜売らがふ・こな『て

才 r~ -1重mmpLjJTTJわち 藤森すま勾金鳥4aM1¥女換期日高料内にラ位取ま向、

~ -tr f::.. ω わ中る i，~島各'イ汗ゾ究機蒋才II-~I/と同手芽:...I'!- パッチ諸あみ V1 1 'I!l ヲ
《苅 1:' よゐ波射す主核不をの P良喬￡‘Jμ・・づナ宙俸に毛利用 1" ずる毛のヒJ5え~.ttる，

支南五

1) J. 'Pa.Qa.O..i : J 0帆倣R.rt!ω'Ac比伽託いt抗争，(/2. Eci仰は .11I 7 ( 19f:，9) 

め 州;;)∞~~imA 机4 iw.w舵車九二 A帆~丈;ZCJ. CItωW・並立，11tt'(/9らめ
め 刊.I~W'a，伽叫 K.. 似'1arcvu: : p，γ'()C. 1st J帰.C。匂~. J;n;e・究d ょα.z.

?γo包よ伊礼 JねるoC勺 .. 1..，予約 (1'1ら8)

K. Wa.lみ-u/ K. J.勿l.tU伽4. fvf. J?rB--W1仏:体様勃~l 1.， r (I?ケ1)
痕寄11-1e_ :日希薄i予庁与t守主ち， .il... / '11? ( 17 7~) 
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2 B 5 ブヱロシアン化コパlしトの紹混じRIのa良着特性

(被医研)

O芳村正 I男子、建吏己r磐田実夫 F 大綱保司，イ宇完fjL官

ブエロしアシイヒナト 1)ウA と硝綴亜鉛，5i:1殿銅ノ梢椴ニ‘yケtレなどε出手席汁

とLてj混合比卒ε変えて 1 一連のアエロルアン化伺ε作れその組点灯;&ィヒと放

射t性殺樗tニ対寸る吸着1f，/'主主しらべてを了乙。 その結果ノブエロ Lアシイヒ貴金ゼ1オ

ヨ鹿在比率 tこよって/ーか、な，)生坂仰の組成が~わることが認グ)ら以 1"2. 0 づ主、!二ブエ

ロLアンイヒ銅f ブエロi.--?ンイヒ二、ソケ lしき Lらべたがノ前希の市JI 二 l士よ <iJ')J~I菊
イがあ会ニど話勧T乙。ニ以 t二l羽i盈Lてブエロム7ンイ包コパ 1しト ε削ゼ ρ勉拡

ピ吸着婚j生との府伽しらべて菰尉i/'蛾穫の才線ffiJιLての矛Jj弔の可能性7ょピε
Lらぺfこ。

之_____]ま
吸着ィ本の銅製 :0.1 M NIα4Fe(CN)，百 I~芯二社 L て 0.1 I吋Co(Nα)210， 3， 2.， ( 

， o. / ~容の宇陥 l二宏f右してヨ校生をィ下づた。戒厳{止3F旦 1 水;え ;1司転 fi.;' ぶ\i' ，> 、
るLII '2.00-300..j勺l...::l・ピ L命。ニt-I'tらのP反着ィ才pま/そ出ぜd1.No. I I 2.， 3 ， 

4，5ヒよぶ。

吸着率の彊，1え:ロ段着ィホ O./千二枚費;p/，生殺漕ε1St溶液 L約夕方cp何/mQ)!i 7flQ 
き加え一定語旬、3・リまぜたのち y遺lヒ伝説 (5"000咋1)1.， !J信用)L I と巷i夜の放

射能ε井戸型予ンチしー乙ョン計教え定置ず酒，1定し算出した。

ロ段着ィネのコベIし卜ビ欽の宏量去:

吸着ィネ I~二議厨L般的Dえてか口掠今解し/猛攻ま加えて再ぴ京特長@し ， 4M
埠自負ε加えて落解Ltこ。この芳成をあらがとの斗付土産E駐在七、ゅう、s':人企Lfz[1州
μ3カラム l二条 L鉄をイオン安操樹梢 lこ吸着させてコベ fし卜と右離した。カラ

ム 1二吸着 Lt.:鉄1士仏タ門士重面白-è'~出軍錐 L t::_。コパ 1レト r鉄 tこそ爪ゼ、i1tO.IH塩

週混在加えて定容にし/コベ lしト l土XO1;鉄 J玄/リアミン 7'"し一盛勤皇を掲示安ど

し0.0{門 EDTA樗卓ョマぜそれJピバ1痛定した。

結果
( I )吸着待No・1，2，3，4 ，5"のよ期定結果:前記のすf去ゼコバ lレトと欽を

を菅 Ltミヒころ /No./のコパ 1しトヒ鉄の比率，1:"絢之 I iK，玄昆(仁川61ニ社長オる

めどNo・11まCO.2.Fe.CCN)~ とう長えら点る。 No. えのコパ、 lレトど欽の比率l 玄 1.. 'l， ßo.
3ずは I• ワ f No.4， No・s-d.- それそ:'~ 1.1であった。フェ口しアニイヒ盈盆ま係

ぎ y ブエロ三アシイヒ銅/アエロ〉アシ代こい/ケ lして1才 No.え，No・31こ相等寸る



5和Otと率-i.'J士銅あるL11士二、、/ケtしピ欽の比率t士之イノ>ed1.ゼiftCU"_ Fe (01)6 ) ~ι 
昆Cω)6て、あるとI註定ぜ王 fこ。ブエロシアシイヒコパ、『しトの士号右ほ若子， {阜、、ィ直がえ

ら出tヵ勺 Lの能l羽-{，土 CoぇFeCCN)ρi初、 I二/針tご汁 Lてコパ Iし卜の比率労ぐ之よ

リ佑111(査をもっイヒ右伺が告まれて¥.¥る可能性か:、めるとZ庄定ず圭る。なか No.l，士
5~重 C の宍4氏ゼ宕喝 I こ Ti!て、主たが No 之13) 4ど段々 I二5Fl昆L翼民くな f)1 No・5

l士15"000回転) 30命商の i童lι ピ、1[;，麟 Lt三。
(之)志水中の放射性検稗のロ段着遺産 : No.1ι 了 i士けずれもあニ難宕ぜ一定の

戸、ソ子ュのものがえら fff.tこので、カラム者襲 1二使えそうである ω こJfl.らのうちずら

/1/0./をとリ )f藍白金正加えて 0.1M i容波tごして海ポtニ託射『性殺樗ε加え品着率さγ現，1

第l表 5毎水中のロ良替遺度 定した。その長吉果1士第 l表に
サ同tJ;g }2 / 之 /7 示す晶，)である。

5'(( Fる 19.2. Q9.4 9'1.3 9仇3 QCf.7 5'( Fe) 6'Zn /13'1C'Sの吸着率1土

60CO 79.'6 ~ 3.~ 宮4.4- '8b.'8 Cff.3 高く吸着i牽7苦主牢ず「拒が、/

釘 Zn 守9.(， 99.ゥ qcr.b q早ワ 守C(.~ 6ぞolil!ヒ語的吸着卒が佑く F

桝ピe 0.3 1.2 1.0 0.6 0.5 0段着まR=L2牽tIょうでiJ1)5i ~ 
qそZr 43.2.. 43. I 43.1 44. d' ~ヨ千; / 一方，附Cぞノ宮SSrl士jまど人ピ

13'7CS crqヴ Q9.b 9Cf.C( crq.r/ CfCf.9 DJヨ着 Lなずつに。

宮セr 0.6 0.3 0.3 0.3 1.3 

( 3) No.lのセうヴム 1二7まする吸着沼出比率: 前託の宴駿結果ずらプエロシ

アンイヒコJ¥' Iしト銅製の常 I No.い士C02.長仁CN)6とt之ら点るが/ょの喰看ィオテε3<g-

とo13T7Gき十しーサーと Lて /0-'ト1Cs I 10-2.門 Csi容;夜中ぜ I，ヨ、子 f)まぜてE良普

L た Gの警と案出した Co の壱を比革委し T乙。吸着 L たらの著 r;};"Pf，(着前後のタ1~p
d寂の放射能の来ψ号ヵ、む fう宕出しf二Coの著iまO.OIMEDTA搾卓痕ゼ、xOε指
示葵ピ L て舟定 lt~ ~みでの結果 ε 葬之義 1こ示す。 I 0-1 

/'1 Cs i1fu更の揚在 f吸着 L
t:..CsビZ宮出 Cdの此I士qとぽつ

t::.. 0 つを九二 10-ぇ阿 Cs*殺で、r-;};
之とな 1)) a，良普Csと去を品 Co

の比から秀之点 I"i'I イすンヲζ喚

的Tよ現象-tf.'走Eζ づていることが

推定ずを争。 lo-~M Cs-{‘士二の
ま官約誌、3トt<..が， 5高定f左どCoを

定重寸るが主、リざ l才Coのヨ者出 d認めfよかった o i主計/ブヱ口 L-Y:"イヒコパ Iしト
t定夜中 f生tx'-j:_i!て首鮎l針変稽の捕委ε言者再たとよう/ずなリ存すかであっ免。

ニtttらの結果リ艮告寸§。

第之表 No.1の吸着ーニ容出比率
?州 C9"モo

P民着Cs 手宕土I:ICo夜

G
ら

お
い
門
相

野

-o-o

外

l 0.9之 0.10 

o.oq 
q 

O.lq 之
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2 B 6 
3会11"生炭 i二よる

放射s陣テJレJレと放射，院ヨウ奈の形態利小離

実発丈}'..娃 沼田長生 。田中霧手

旦監し チJレIレを州予照射す奇と‘刷花〈帥ぬ 31:S%) I~ っ u て品加，r)
刷花， Jh花 作I y)':J1守e の減反た'Ii~'芯ごリ，的活 11'--干減剥.25"""';'特.で、後昔日 ~OÁπ
τ・ωTe を経て耳程変レ I LI すれ毛仰工を注高-;~o ニの袴反広三 1-;1:/31.工の禦..i!.1三用いうれ

る。字選ら i手ざき 1::1合性食左吊いて杭射性テ Jし』レιョク棄のゆ脅佐在試サ‘仰工の点

量製造民ヒして実用ざれる可能性を示した?今回怖さらにテル』し殿温存中性チを

照射亨矛とき‘およびをの処理時/==おすきテ 1し1レヒ呈ク素の4仁摩巧の変化l二3主局

して‘ その誉勧を明ら章、 iーし‘絹瓦t三分離Fるニとを試Jtt:::0 

実験と結果 試 料I志‘テ』レル局長 YY毛5 ウム在中'陸予照射して*.1-=落解Lf= t 
のを用¥11三.まずパ'Yt戎 1=よリ‘名形態の元素の活性まと1':::付事否吸着苧を緯々

の離性魚ず調べ‘同時に活性美一塩政本煮闘のliJ'画乙係款を草公しT=oT法 I~ ， /!) 

dの枚射性え秦を含む惑*-!.這.1"::4.ト離宮 r::とリ、 o.5}fIl粉末捨性殺と失 lコ;0令周

振乞フ事る.口通I:::j:7 で内浦正分離レ，各組の放射能を舜'Jえし lと.乏の結果を

凶 11::示 仁

~性予照射し 1ヒテ tレ』し般 7 Y 毛ータム i= I~ ， 1ず(vl)1か?でなく 1ぎω-=e，く
生成事ヨポ‘その五、のbのの命頑乙係数l:::.i;J;，顕若伝担金〆是られき.手ずが(IV)

l事IN以上の強敵陣l二あ‘いて jト 1ft'以えの々画vf絡む示事ボ、 7ず(V/)I-a: /0-2.以下

の{直でJうれ丸 ωIY持及の弱画質性[-::.rl矛と‘ 1/'(1りt位 μ佐を示亨ょう l::rJ7

奇。ー方‘ lをの4じJ手形とレ7.1志.主乞して[*"-， r*0;ボ添えられるポ‘乏のltJ-函乙

イ手数を砂吾と e 両~ヒ毛.強駒宅，=1)' L¥ -Z高¥11直を示 υ，ぶく吸着されるエとポ

わか言。しかレ.凶バ高く rt~ j= フれて1*0; のゆ面乙f縛til忽諸~I=減少レ， JP他什
主主持"てl志.Yーと消すのをを示レて 11吾。

以上の鰐呆1::もとすき. カフ《法 j=よる条統的身離を誠Jj-7.JtI:::.， ず(vl).7おり，
1'*-1>' CF 1)"1*03- を含む 4-N 塩政秀戎主 toも 200 耐札の滞稗泉Tsu..ru~~ ∞qし計乙-
50 O.S"8-~ '7め1三方ラL..¥(φ/ω・J 長日吋iこ来入する。 7衣的体制地麟物色

1::: あ、いて目指両び手数音対立いのご、吸着さ札ず iこ来~亨ムミ疋 1= 0.1/'1の嘩厳寿戒を

金事t:...， 1.e'Uv)阿茶虫事告。 7主党(1りI1-;j:.匂トrt-.q効泉1=よ?て底ぼしたEとり‘

iiとんピ保控停で、あ計、§‘微量の7亘白りの手亘持:[_-OO乙之千忌と‘森高島尚早く、，

鬼会乙ら;台。

最後izず倍洛京電亀事と，省配給者えのあげ、ら輔ちかriF-うiニ‘ ?OJ拭悲世レ
てく吉村?であ忌 tJ， ‘エの秀離i寸 11 之~~表iこ1矧従i手観察され~官、? f::.レ
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カル、愛 lニ5仰木厳イ't，rトク (Jb..場交をこ盈手 ι，lの本営可決1::Iあ‘工氏。;と工骨ーの

和 j::あT二争放射能o'-t官公ざれfヱe このニヒかる， Fqfl志、試料を4-Nt晶峻{::落解
レ，上二五の操作てイ解す会i畠本主lユあ‘ υて.最御告1;:;.Ia:-rt"正'安イリ多ので'lff;1Iム
ιjれもれみのご、 tの繕誌のため，:=./.突の'実験む内}T=:.。

1"'J:31ヲ11:を訓過厳厳特，-;.....て活作表ρヲA j-::房審.r1t.‘ I二週土と扇動二日処

理レ，0.11'1水面支心ナト y夕刊紙でコ縮長F多.刺殺の一絡を j村 ロ 仰O.bD (fJ 

i章、点lニフザミ，寸 -/f-J tl'てト 1")71 々が果をゲ会 ιI7'‘Fノー 11/i :水i

: r eトプ 10ゆ成丸コよ 1 (， 工ーの λ~O ¥¥f 卜τ"J;~ヰ =α6 4'ttu~.ð鴻J幸b'~挨
~t .r....， 工3ょのえ ~'tl トで五五原点イ干泡:::1 志 t 抑t1itボ校合されら~ 1)' ;1 i己。従7

-z.， 1-♂(;/1)/声l"{t，l)I 工ト6・ιヴ，J!03-の?を冷寄与さ‘ ，...t...ii.a場停ざ':fs.9...{:::.$静」
い喝令1:::，事， mofi志工ト ρ表作，.;}. 0 Z" I r.1:ーと r!DJ- ~Æ繰("1i1告意味て・ろ
る.
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2 B 7 幾つかのテノレノレ化合物からの 1-131の乾留の研究

日本原子力研究所 0四方英治・天野 恕

1. 目的 テノレルの中性子照射による 1-1 3 1の製造に利用されている二酸化テ

ノレノレからの 1-131の乾留は，能率よく 1-131を乾留するための高い温度と，その

温度において同時に揮発する二酸化テルルによる製品 1-131の汚染がこの方法の

実用上の欠点であった。乾留法の簡便さを保持し，且つ二酸化テルノレからの乾留

にともなう欠点を除去する目的で，テノレル酸およびこれから調製したこ，三のテ

ルノレ化合物をターゲット物質として中性子照射した後，種々の温度で 1-131の乾

留を試み，これら化合物からの 1-131の乾留の可能性を検討した。

2. 実験 ω ターゲット物質。精製した市販試薬特級のテノレノレ酸，これをそれ

ぞれ 110-120"c， 370-400"c， 500-520"cに加熱して得たポリメタテルノレ酸，三

酸化テノレル， Te 5011の組成を持つ三酸化テノレルと二酸化テノレノレの中間酸化物を使

用した。これら化合物の 0.5gを石英管に封入し， 0.5-2X1013n/cm2.secの中性子

束で 240時間照射し， I-131の乾留実験に供した。 (2) I -131の放出と温度。

0.5-1μCiの I-131を含む各化合物の 50mgを石英管内に挿入し，空気流下で電

気炉により 3分間隔で 25"cづつの段階的に昇温した。この間試料の側に NaI(Tl ) 

検出器を置き，シングノレチャンネノレ r線波高分析器に接続して各温度区分の I

131の放出の状況を観察した。 (3) Te 5011から放出された I-131の温度クロマト

グラフィー。内径 5mmの石英管に 80cmの長さにわたり石英綿を詰め，一端にモ

レキュラーシーブ 5Aを詰めて，室温から 650
0

C迄の温度勾配を持つ電気炉内に

挿入した。高温部に照射した Te5011 50mgを挿入してから 30分間高温側より低

温側に空気又はヘリウムを流して Te5011から放出された I-131を石英管内の温度

勾配に従がって沈着分布させた後に，この石英管を 3cmの長さに切り ，r線波高

分析器で 1-131の分布を求めた o (4) I -131の製造。電気炉で 350-650
0

Cの一定

温度に加熱した石英管内に約 1mCiの I-131を含む上記テルノレ化合物 0.5gを挿入

し， 2時間空気流下で乾留した。遊離した I-131は 0.1-0.5%水酸化ナトリウム

あるいは O.25M炭酸水素ナトリウム 0.0 2M炭酸ナトリウム水溶液に捕集した。

種々の条件下で乾留を行ない，回収した I-131の収率・化学形・不純物テルlレの

量など検討した。 (5) I -1 3 1 D r y S 0 U r c eの調製。 650
0

C で空気流下で Te5011

から乾留した 1-131をモレキュラーシーブ 5Aに吸着させて I-131のDry

sourceを調製し，これから放出される I-131の温度特性を実験(2)，(3)と同様の

方法により研究した。

3. 結果 テノレル酸・ポリメタテノレノレ酸・三酸他テノレノレからの I-131の放出は，

-] 34一



三酸化テノレ lレが熱分解する温度約 400
0

Cから認められ，その速度は 475'Cで極大

に達した後一旦低下するが 550tから再び上昇する。 Te5011からの I-131の放

出は 450tから徐々に始まり，その速度は 550
0

Cから他の化合物と同様急速に上

昇する。 550tは Te5011が二酸化テルノレに分解する温度である。これらの事実は，

照射したテルノレ化合物からの I-131の放出がこれら化合物の熱分解により著るし

く促進されることを示している。他方ヘリウム気流下で Te5011から放出された I

-131の温度クロマトグラフィーは，大部分の I-131が 375tから 275t の部分

に沈着し，ごく一部の I-131が室温のモレキュラーシーブに捕集されることを示

した。これは Te5011中で I-131が 300t近くで気化する，たとえば四ヨー化テ/レ

ノレ(m.p. 28 OOC )のような化合物として存在することを示唆している (SHIBA，

K.， HANDA， M‘ and YAJ IMA， S.: J. Nucl. Sci. Techno1.， 6， 333-

337(1969) L I-131の製造実験では，テル yレ酸・ポリメタテルル酸・三酸化

テlレルについては 450
0

Cで， Te5011では 650tで乾留を行なった。どの場合も 2

時間の乾留で全 I-131の80%以上が放出され，その 90% 以上は最初の 1時聞に

放出された。しかし放出された I-131の全量を回収することは，乾留管から吸収

器に到る径路に I-131が沈着するために困難であった。この途中径路における I

-131 の沈着を防ぐために，この部分を 100-200t に加熱し，また担体空気を

大きな流速 (150cc/min，50m/min) で流すことを試み相当の効果をあげた。

この方法により 90%近い I-131が回収された。得られた I-131溶液中の不純物

テ/レノレは，スズ但)による還元を利用したスポットテストでは検出できなかった

( 1PPm 以下)。また水ーアセトンを用いた TLCによる I-131化学形検定では，

時折現われる 1-2~もの不明分を除いて，常に 98% 以上は Iーの形であった。 I

131DrY source の調製実験では，モレキュラーシーブ 5Aもアルカリ水溶液

と同様に十分な捕集能力を示し，また I-131を吸着したモレキュラーシーブから

は空気流下で 400t以上に加熱することにより 1-131が回収された。 650
0

Cで空

気流下でモレキュラーシーブから放出された 1-131の温度クロマトグラフィーで

は，大部分が分子状ヨー素と居、われる 100
0

C以下の部分に沈着した。

4. 結論 テノレル酸・ポリメタテ 1レfレ酸・三酸化テルノレは乾留により容易に 1-

131を放出する。 Te5011は比較的高い耐熱性から二酸化テ/レノレにかわる乾留法の

ターゲットとして有用である。また乾留法は，遊離した気体状の I-131をモレキ

ュラーシーブその他適当な吸着剤に捕集して I-131の DrY sOurceを調製する

ことにより，その特質が生かされ，今後このような Dry source の利用法が開

発されることが期待される。
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2 B 8 tt性子日正射した控々のウランターゲヴトがらの

失セノン扶1f;..李動と乏の 13ヨXe望企への応用

日本原子力母究所 0銘忠勝一・天野 J忠

1. 目的 短寿命FP扱捜の中ピも;@j吊RIとされ乏いる 133Xe(了日;5.27日)
の製企扶tJ;tを確立する亭を且的に 操作川崎略てわっ、是主吻吠圃体のJt亡、bる

という長片を有する乾43え，すなわち 照射ターゲサト主加熱 LZ. 133Xeをi主L、

忠、す方法色決討した。 乾式決l立、 1ヨ11J 14 C寄り製主に利用.:n zいる附

1ヨヨXe については O R. NL で l荊給され t~ U -A.Q_会金の真空加熱j去の砂が知うれ

ている。しがし U -AQ.合金悶融長J;j"'i<es-く(b 50 oc ) .九重製品には l昨殊ロタ

ーゲザト才目玉主 l克容とする。一方.ほの桂えのうラニ/吻質ロづ V1tは，主に原子

妙jzt守とし Zの照射争動，守全性向手村 1専の研究の -J量Lとし Z非かえ扶弘前検討さ

れ"[~~いる力、 尺工裂金の:iU君、 J殺さすれば，いわに大量の寺力、、えを紘辛負え崎

国各に迄い点すれといフ t-=-積極的観実力3うの抜舎は息炉1Jない。

以ょの美がう、原ミ子大戸で中性子摂点主した各J注、ううンターザヴト〈金具ウラン，

U-AL合会，二酸品ウラン，へ三疎N..ううよ/)について.加熱に Jる1ヨ3Xe扶良

夫検 133Xe靖現任鉱、え喰， I>J""1X 加熱に j ') R~えし Fこ 133Xe 以外の FP肱喧

の;，t善浪皮;則定:t毛行フたの亡、をの結泉レこっ川て報告するとともに、をれうの

結果を利用し之 133Xe の号23邑法在確立したので、を札~~つレ】之もJ!\ゐ。

2.史験方法試科とし之)司い止のは，金属ウラシ切削斤， U-Al仔金(20 wt. 

出U) J Uョ08紛求(直径 "-'6ノ-t.)， U02粉末(直怯 "-'15Jι)， U02吋レ、リ

ト(三主義原手b製)尋乙"あ少 いずれ七え然ヴランである。ごれらの試料~rV
20 m~ 毛足良アンア )ν~2. ~嵐広封入し. JRR-2ノ 3て. 204ト向 3丘は， 2.8 O 

時向照対した。中佳子照射したよ払試料ドらの 13ヨXe加熱技量え文験1;;1， 10 -5 torr 
の臭主k..支皇内 3たは I ~.旦体グス在洗 L t=.石英管内 z試料 t600ω1000

0

乙 に

加執し、扶主、した 133Xeを浪体、空ゑまた l;:t1 ドライアイ λーァセトシで冷却し た

活怯友トラヅアに捕集して行コド。技弘孝は‘加換4まの乱氷斗主碕政，五た号事亡落

解 Lr:: a寺↓=経止する 133Xeとよ払神集133Xeのt久対弘主測定し とkうの合計主

金1ヨ3Xe生成量として求>bf-.;主性炭仁堵1した lヨ3Xeの扶射能は トラツ 7
0 の

ままと.TMC-256千ヤンネ lν波南小_j:t器にわ lJ， 8 1 1< e V. '0線 η吃電ビー?

の検事也わう決えし J三。想天主 Lt=FPの定着浪患やヰラl立，試料主出ermockrolThは0-

al ra.l"h. 亡、 10 0 0 0 C ~::加熱し，告;孟/主領域の了線スベぐクト iυ 主測定する害に J 0 
4くわたロ 133Xe盟品れτ会3れゐ不純向か λの1司えは p か、スク口五業撃しザスクロ

てトグラフ K0 12.. - 1 (モレ当ムラーシーア‘ 5Aカラム:2肌)て行ゥ Jと。
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3. 結果ヒ老衰撞/:J.め加熱温まによる 13ヨXe故a..結果主@に示寸。金五ウラン

がうえ量の争力、、えを追い主寸~:Z I弐，画会{~守るわ~春融い 130 0 C爪と〉寸す1は“J

ぃ。ホ実験て l立餓走馬;九キピ 3寸50Cて、経火燥、jあし .19外以えの 133Xe州扶ft.

L f"， U308は. U) U02 なピロ比べ Z粗い捧患を持ち‘真 1主hnj聴ま正は He
安じ走中 rの加教によフ之 80"'"90メの 1ヲ3Xe杭扶主主し丘町、 実験結果に I'd:lJ'>なり

のパう・ヴ宍州瓦うれ!三 b ユわ Id:， U3 0 8 の弁解に J ゐ景~ j_fどあろうヒ息われる。

U02 主主主加熱守るとまjえよ早とともし二怯久力ゆえも階鼠択に増えるカヤ‘ 1000

℃ピ 1時l向加が、しても 弘主牟は向 20〆と小ざい。 U02 旬、うのキかえ扶弘

は p 金忌ウランヒ同体J ゑ面ノ号。状態およぶ・雰囲丸中敢tにえさく依砕する 2と

州知られ之いる。 U02 t空気中およ lJ.:;蹴京中て加熱寸ると. '" 5 00 0 cごち全

にU308に重量払2ヤ，をの結月L.1争ヵ。λ拡弘も真立中よフ顕著になる。全ユて¥

反j:)&損失色も考ノ色、し L- U 02 ペレ叩トモ使用し. をの苦境ι 反応、~:: clゐ133Xe拡

弘幸 l官加を検討し I=-0 I到ドネし五様に、 ιoooc以上てι誌に扶丘、旬、f台きつ、

1000・C亡は 9ラメ以上の 133Xe間放主主し止。 U02.おj"V:.' U308 を子治 ~'Jt宇面

見守と加熱し t::時の B3Xe扶主拭構凶， 1也の今くの~告と l司味. ~キ積拡散問主 1・
あるヒ考えうす1 ゐ。しかし、 uo之の蟻1~ 艮 db に J ゐ忠弘争動は‘明ら台、いそ'h
と同署なゐ亭町鬼止えされ手。故主争勃色 U308への酸イL丞j支と i知主し Z与えると

J 本実験長件での蟻~~は，他の例主りも主主 ι ‘ "-9000C ~亡、をの影響力可誌わう
ttr:o. u-At合4とについ1.1ゴ，ゑ白

の鍛~I!.>根殺の艶響町九三く.ア口、フ

ク状訴vt4もjL1Eヒド亡 650 OC以よ二亡

加熱、すれば， ~J ヒんどの 133X色町 t民

主する与問わ炉フド.

以土入の結果から. A害、真寺L二対守る守

定也.入寺の容易tt，事色相味 Ll.，

製孟)甲ターゲットに 1;:)". U02 マレ

ザト L濃縮ウラン色合わ)11"，長、品で

あゐヒ忠われん。

133Xeの婿製は，造性及吸着依，

{氏温蒸留 i主J 壬レ当ムラーエープに

よゐ不純物炉、λ の吸着時主}二J-~行
い‘ モの結泉，アンア iν封入 1ヨヨXe

殻品の主主知J乙学的社広 lす守 t守メ 1え

上 I ~F 放射性不純吻力"λ3昆入査は‘
11Q./アンア lν 1~ 下どあフ t-::.
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酸化トリウムの視分解
2 B 9 

(厚碕〕 よ野声器， 0高田 J幸夫

lヲ論
トリウムを中性子 ~H!H L原 J-j:f燃料ヒ乙 τ利用され ~U-233 を合成古る試

今 l基jZ〈汀むわれ， トリウム句照射ふ件，照射説料の落静，生反 Lたウヲシの命
稀Uど 1;:.フ 11 ¥: 1立多く報告されτ" 品。

ネ幸良ずは， フッ孝-1.A :.ばも加告書硝政塩:客夜を伺 uれ酸化トリウム今子自分杭

分静港決ピトのウフン・教分製生反物などのリシ厳トリプナ Iレによる劇薬抽&巻動
1::フ 11 て手事。

安験

0...試乗:リシ蔽トリプザ lレ(i 8 P) j常去 1-よ')精想， ドデ力;， 1. Jリキ

叙し 10， .2 0) 50お・ょが I00% ( V/ν)主咋 1).前処理 Eした?初更用した。

碕酸塩悲ヨミ;??恥忌 Z工β特紋， Z現政アシ色ユウム，局面左Yトリウペ フ

叶也アンモニウペ 7・・J化ナトリワム、き同". 5M硝自主アシモ=ウムー 0.4門フ

.，} 1とアシモ=ウムー 1門局滋3長谷ヲ$51ミ(A落来)あ，'-5Vご5M硝厳アトリウムー O.

4M 7 ・ソ化アトリウムー 1 刊周酸.~合意ft.(B審決) ~それぞれ調製し氏。
T. 荻知生トしーサー; Fe.-55， 5'1. Co -60， S.， -85， ZY'Nb 

-95~ Ru.-I 06， Cs -13ワ川がTh-23与を用 .1"0 ....e絞殺め万
線λ ぐ Y ト lレ ~5問えし板射化I学的向:度を確かめた.

c .放射線測史; 井戸型 Na工(TI )吋シシナしーうヨシカウシJ-J.'J.が

Gce.CLi)1j1024-チャシネ lレ液Ilj少干fT器E使用した.

ム分画ett.剰え ;Co-60~' ビの上記寂穐 1. フ H 之 l志水射化I守的tうえいよリ

ウラン lこフ 1IてrJ比色法によ，)T B Pぅ悪友E蓑え Z分配比を卓め氏。

e.規分静} 約 '1-0m3- の酸化トリウム必よぴA 落食品~ I】l手B悲求5刈を

7令まY菅E付げた三フロフラスコr::車リ，空:c~ 1丞リ込んで・永本自在境井ら約乙時

間加熱 L た。反応良，ー克服色うえ5宇し乾燥す~. -却を X規回折i司訴湖、とし， 1也を

化す小符，;:使用した。

格呆
動じトリウム芭」ある l、)1.6%乳切鳴して得たヌUffi丈q主灰少は， x根回事Tの

待皐， 出者物1育 L 冒与る ζ 乙 Yわかっ作。 1tJ守少~Tの健治、古 r~， トリウム・ア lレ

カリ・フッ素q視亀と Jきゐうれし手た上5醤決lこre1.照射).ょっ生死さ小たウランヲ
Th-;Zj込の信投穂宮乙 f港aえして 11 ~こ ζ を催認した。 トワウ久今3事瀞量l玄
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京をそれぞれAあるり l志白神忠京ヒちし包三/74， ストロ子ケヲム，厳(.IlD，
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キプ rJ 向宰 Eい I~ い事い‘分配比手不し l00:%T8Pi.、づか曲E比グ1守越える
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久子巧海水今 7うレl、こうムノストロシチヲムノ也ふうム

気象杯初ケ 三宅牟Ji.註，杉本寸行勇， oj名手奇勝手，

葛城孝雄， 令沃 E王子

ヰゑ安野安/，ょって久気守/，才丈土さ札r~ 2.3'1， 柳作ノ 9DSr，/37CS 11拡射性降下初とた

ゥて，昭表ß) Iミ蓄積さバ1 し史玄 I~ .1"111ユ杷表面蓄坊を16，1170守玄まて凶今

139，2.手。fμ 1-:1 ~~6p α‘/炎榊(.2./ 1111今1れ叫 90S1'"およ U"137 C_S はそ，/tぞれ

7ヂ判0・/負咽t
2

I 175"帆 uj炎叫2 l・・ JIY?J" 

/?t'ftチ月/， 11.:f1...t:.. 'f代夫奴Lた SNAP7ほり常飢刊行人工持j-f.，犬
有圏内鴻失 I~ tヒづく且33p，μ け説例主f寺下物が加わ JI I稿料ギ千IJ:Iiμ今かう/

zヒ千E字、では 17t， 1寺がう

Table l;;:;:;iu?l;;811;♂cific surface s8p此ヲ f杯をが尚sIlL同

t f1) r-.o 1170寺末ま T“つ
238pω 司械を I~ 停活t
T“ある。

3支1-:'i-毎牛↑今2.31，息子Dpu..-

およ M・訓P氏句 3動向代

つ同てす/支I~ ゑ動L与~に?

~2.事というまかド?今塊舟モ
Lめす。 1枚'l1ドいlはa/刀7μ手/ρ/川9 
へ"'11μJη?今之月

索μ毎創餅坪防例手点巧? 白旬1)1動l仇ず免L 身射:t~海与ゆ
机1.. Jみ弘こ h~わ)rlれt札tT:匹之 e

三島[手よ 1:'i 'さきはのべ'

r:_ J. )' r1. r i_J:.ヒみ L1-1 Pμ 
f寺下がめ?作℃しそれが
う与i手表晶ヲゑ~月 ( 100制ノ

ヒ f長え)代 t~-I: 議~しT~
ヒすちと， 2.31.2チ()pu.，. ，7-ι 
付5U，)'4 /)( /作u・/.e
'G T1. a" L局、 L' :;r2ゑが
うれか 3よj I~ ， Pu lZ 

か hy 勺 5~ノ3 ま千・到企(て
同 3ヒカぇ)#1}" 1.支?1: 

2 B 1 2 

Location 
239，240_ 

l'U 

10-4pCi/1 

。4
U

E* U

一
u

p
一
p

no
一円ヨ

今

J

一
「

J

内

4

一q
L

29059'N， 166044'E 47 

42 29 48 N， 178 24 W 

30 02 N， 176 16 W 

30 03 N， 170 03 W 

26 55 N， 169 58 W 

23 57 N， 169 57 W 

21 01 N， 170 02 W 

17 59 N， 170 03 w 

14 58 N， 170 03 w 

09 02 N， 170 01 W 

06 09 S， 170 05 W 

23 10 S，工69 58 W 

23 工1 S， 174 40 W 

23 工6S，工76 30 W 

26 02 S， 169 59 W 

59 60 S， 169 55 W 

68 00 S， 170 07 W 

7.9 + 0.8 

9.4士 0.7

7.5土 0.7

4.9士 0.5

7.6土 0.7

8.5土 0.8

6.0土 0.5

10.0土 0.8

6.6 :!: 0.5 

9.4土 0.5

2.2士 0.2

1.6土 0.2

1.6土 0.2

3.4土 0.3

2.3土 0.3

1.3土 0.2

2.6士 0.2

40 

40 

29 

37 

33 

33 

25 

98 

70 

92 

100 

60 

72 

240 

200 

* Activity ratio 
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Tab1e 2 P1utonium in七hePacific deep waters (工968-1969) 

Depth 
239，240pu Activity I'i:J.tio (宅)

ロ1 工0-4pCi/1 23 8pu/2 39pu pujCs PU/8r 

KH-68-4-16 (09002'N， 170001'W) 

。 9.4 :t: 0.5 98 0.47 0.79 

1000 4.0 :t: 0.3 20 1.3 1.3 

2000 1.8士0.2 33 0.59 0.89 

KH-68-4-21 (06009'8， 170005・W)
。 2.2 :t: 0.2 70 0.09 0.22 

500 1.8 :t: 0.2 60 0.27 0.29 

1000 3.1士0.3 40 0.78 1.6 

KH-68-4-29 (26002'8， 169059'W) 

。 2.3±0.3 72 0.11 0.25 

500 1.6士0.2 58 0.27 0.81 

3000 1.3士0.2 30 0.34 0.68 

チ000 叫勺 3~，.i- ~ 7."均一千わもてすれば， 2. x !O-"'p V.μ 勾 5窓会が期?まされる

芳'j免説集 11;と，fL5勺推ヰ他ヒよ同一言えモ Lグ)J・
放射4! r~T- 4~守う Pμ15 1" I Ptl-/ら比11そ批判制 {τ/・チメ ，0.5" Io ('わ

しこ，n_I~ 対 L ， ;~ト?ド?子 lま，表面浄水 Iξ つ M て 11 それぞバL o. 2-""-o. 8' 70ノ 0，1

-o. t yo下hし f寒/.."ド¥:つ切1...1宏司れそれ 0，3".._/・6/o / 0，3 --;. 3 r. 7"めd0 

表面。1<. 千‘ lま 7Ã-1しアウトザヲ叱 I~ く 3 ベて， ヒ:(， 1: IAちす dlく，.1、さ H が， "家ノ三

水 7・・ I~ ヤ=久き h と勺乙 '(_13:私事1'1. ~:l虚及的降五勺-;yot4iぷJきJとうれしま

れ f 7~--'レアウトヒ外7ド1~ 凶今ヲが~ '''' ， P'̂-. ") ;.i-?ドキロおIJ;}挙動もがi::;~ 
もの 1・~? '今積ゥ珂争Lが期待されーし

7;;r--'しアウト守勺 Z吋 μ/刈 2.10pu 今比は ntt寺廿はえん千万子科ヲ T~ 竹
が，I? 67奇I"t. I~ !6う1(;， 177D号Iミ l苫2.6メ u哲久 LT::..・埠ヰ1:つW て I'J.， 表面

ヲドlatt，デ珠‘では 30"'-'$b Io 1~ わるが， 尚子保子1'"~"J tヒ1;怠1:t哲久し，角向]ヰ耗u海毎周
i足互T千，叶l瓜1-]致襲j窓b..zチρoi戸~ \~ 吋toc..す B 亡 ℃ ガがご埠舟刻，)定1れ Tt.。ま灯rd兎軍j兵t

札T~ .3拘。 iメ4〆観3法湖t町，"!-れfド之o
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イゆが.言語ネザ l三存穿ず盃件家左示k:-e， .. 了二

エれ$<7)ヱとか長者デ長織元看号の悲オミ宇ずの~匂 ι言者
存丘~i終日制市場紛与ど lニ瞬箸レた紅熊ず'二二

二

嘉存可る毛η到穴香併手ペφか乏しめ'2:1けIみ ιJ笈ぎ事、 L勾5 汀

J瓜}κ〈る♂

主、7

β、之 a之3

。ょミ

?見('/i逗努.干のをシリウt-¥I ，'T-勺 ρJ勺 A り令ポ7持原主義ル 1-;.it'、 L.-p 0 ::の4ト折
停車ず l手Wi.-ぱ~(‘綿欣レ作会司〉丹ず℃本量殺 l~ ぶ γ7 与の含量 Id=入ミ〈き[~にし I T 
のをきbの季五面 l広角Lfι1約 10伶 Q)1長五ホレ，.】る。
ゑ1. L のやE案が与・通争.:よるユ;j'lうの完~~えの穆仇信抵!主~弘可ゑと右~IJ ウ

バ IJ..~îJ、 m の他~1~ ~ .::J.戸ウ ρグウλ1"iJ.抑 3OVCl)場、制手通友会永[.，f;-" 
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3 B 7 名射の 4設をh 素のま文~tλ時折

。要k-(11-(索犬穆L ;f~ョJt唯(豆教的有) ，務1.1 1宰(事丈域〉

4三s安中の?殺を域令官Ji;射ゆす会iこ大雪〈射撃され~ 'c c-中川、)~ ，い抑仰土移五ふう

ねれ珪昇和肘比較ω畔 i三湖南?を~ J::: J 1三古ヲえ~..c.} ~. à:的簡官~ð)在、 3 匂'e( L-i )手翰

検忠義ぷ明暗T'j~ ~ 3 IヱTa.守合三l:l~ J::-リ F教MftAi刺lユd:~数多くの報:~!nf制札t り"3 0 イ@.L な
グ生~~;tfi主の毛髪す 1::.1主告すの古6.， d"Br 7j~分封れため p エネパー伺維の a "1 qt( L-，) 本金放射砲
ぺ-t}す字紙 l ご ty ノ分析す口場 l"ð- f~ ~仏材、リノ州向慨7制イ&昔、った。材ぅ it iiU[-
今ムψム:当 lニ叫刷者主必定ナトリ今ムち£択.(fa[;-!1Jl;揺すdH A r名刺滑(_1 ，ナト jケAの?先支il

l) 妙~ぷく有志収め~l' ~- I 7えJ主の1;祈Y可能lユヲわち匂1→li.t--考古。

吠科昔、k ザ~~i" n n 

毛~"so ‘ I 1もす奪取し稀}P-似恥A/-¥' aiwゐど C1: I ) T' 私耐え旬、，主蕗~，τ範規L てð'-_<lX';皇室
(1， 2)(ク倒)1こ入仇~ o.t-ぁ安のづ知んJ..lf..末呼門前ιl/>(4-帆)1ユll-f:::今〉同五ぇ材者

lユヰ~ l J それぞ'れf創盛氏(b革畳工‘P乙，1閃 l型左 l司、川?附rvVl$:-oρリ 0，..tιIY ，fr"1Jが仇1・'15時l日灰

イもは oj及の入社略拠ポリエ千レ γlユB'5)立新芳成寸こも"，~-:rr --1:判、時制料欄i"刊は
れ /oqψnt..'-(，ι 目下 l勺 l白付事前) 319 州都財(定。 Æ宝物桝旧時~I o;f/日続角度)tCrnT 
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6ceo I lIo?r1 A1 J 叫 HョハJiの史;r//~ Ur， '" 7iっ10-。矛琴ま í" ド ~J 身J1をユ目録\Ih_， l :危急裏目(-係スマ7ト
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放射fじ介析による玄火、れを全民改め免責

iき~主ア干ソトーヲ経企F守、青
永場え元をふ OA争事ιと漉ヰ善治

El tí~ : 今S，~蚤E総決7モ程がれ忌中三 J ふ却をめiFt藤長有量Jpjトヒも 1-:: カ
ドミうL....r-.代主主臥ヨ必うなき~I全島北系に会きまfÆlÞÞdl ;三味ブヂkョ1主社会耐震と
は百けいる。 t保持キ K瀞えれ抗予MMmak民ノつに悶え

の;三兼住捻 E 知る kめに.ぎう一つベほエ~智史遺什ヲ之、く上三，世達也とヒ
ぎ~~~%われ手。号，.Q悶え~守に控訴泊以L氏量企j却系E対象~\_"2.放射1~
府羽Ti玄.(JI為用さ松井氏。規t:1:.OI):とき，欲萱ラ帝京毛]~叶え遣す喜氏姐裁前札
制守;友7tq; 義者右Þ1 2~ ふヒJき乙 S れ 3が\ゑ~のよう協足時党執キに\õt) Jc.~ 
K. Bトミヰ，霊長ヤl~五与え、政負守化主点名、、命宝持素が、室二1ミ t合され乙Wミ，画的ヒ可
み欲事・骨ゑの走査E肉換にし'2." ~ 0 ):; < 1:: ~が秩捷の￥;鼠期ず Uf.tJ()...， '"うえI挺βh

k同程度の j協同仁氏は ¥ot CJ..， As， CGι-) ，~議選吋#両被州立のえ
萱怯i'f1たす，界寺町¥d:1にミ官三法~ )!_印， kdき呆し 71.... 期恥ミrJ叫。川にゆ

え.細U坊主長沼速、~t ~高める k cYJ lC \~. ~ミ 3 成サ平割に，税負引巳~納介
、斗 A? :'I坊主扶壇r;_i't去す~)込、零搾J) ~o :l文句ま放免守化気掛さ 7霊式、介飢え

/'7/同ト γ立言語Lとし，入fo...かヒ /<.-8，..(/l {{! ~ ~つめ氏九う 4えを五すI l~l TJ同首L

f本支県!ll\翠ιょっ乙 ~";J友 t.p..k_ I >>:1.13/、モF令玄し， cλ A-~I ~ヰム jミ号 E怠Z
KL j-::::.心

方法と命来.

・主〈料 :都内jを玄米 10け可(10試料)I 単発未~ ~食百'の約 o. t JY'. 

・放射化: きb削.;;_与束2.')( 10除制 /υl(-.'i>e <:.. 2.' 10時j苅
・.処理 L球寵玄): 
相f乙剰在意~~輸さ試摘し"メトン 4cc 木 oι民権母員

悲京¥~ TIO乙 JiJ...P>，Y' 之氏β炉 ι/ε りぐ/卸ι/よ3 〆 ~yユ)を 10 eTt.の

にミ 3ミぜた演した，後bI't ltI t1Jフロミ bカラムK通J守.rメト〆ヨ QC."i' 
4- 1æ fP希し，成虫魚芭*~法上三事訴h L料、， γと民スペ7 トo ，..トリーを行

・~~結i玄: 上~(. 171 J.._n..I! ë 削ず，鰍id主;適当官幼時l~ ~ a;， ¥¥之

ャ~スペフトロメトリー怠 i斤ふ
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3 B 9 殺..n-雪~6とか1-: 也もなう Jを義政からのウラン白身の -tt i， 

1t，久通たち妙。格;f.主事?え よ江犬重工 ¥J¥拡張考

1.技11裂7xjむのit.Jミ3主主、コれる寂介裂lTI<J:犬矛な運動エネ Jしギーを右し"(lJる

kめ・教分裂性核穫を舎む物損に久きJJ:J'震f与もを与九 (Jもり、核会議当 υ!こ劇与方

る患吾数を到史亦~~ヒ l手 経縁体 iミ対Zる Fi ss i on T Y'(LC.~ の主同丈 0~を構で
J主主思料.が材料なとfの否むがらも興味ある l句設を会ん7!¥) ~。
R.ie.h.1 1) によれ}ま金扱Lで核分裂~恥俗ご起った時.技介裂おり 7Z0士 240 {口 q企ゑ

与の放必修観察立机"(Jbり.白 1t抜介裂性核撞2.S2(苦 C 5. 7XiOヤ~A?1f ) を掛集教ヒ

ヒも|こ真空中l之島く包/爵J旬事 J) (2.9土1).'S)x.;oサXの説C白身がま長%弦庁のノ・リフ
ォンの結果ヒじ t捕集殺土こ lミ模土ばれるヒの報告官ある子 百の救介護の肢の U

展志の放主、l之l均する尉免lま.乙れまを主ヒt， '( ~まl)ウラン努を l司 \J たものが丈告p
frすめり 秩介法書リの放ふU尿手数の結果lま 実写実条件により奉るし L八祖逮E

永じ之 tlるP
乙 Lつ子 Jd:.却す 天15，U_j.農縮すをコくう Zくを毛フ吃たステンレ又取を|骨凶.

製中性急による技介裂の厚長iこ祇之、コれる技，7J-量生当りの放払す凍与教を j定的3斗ヒ

を白的色 lニ.て'A'J..;ペクトロメトリ-<#.，よ釘白安母を甫 I1 Vと 'FissioYL Tm.ι}巴去を

j井市ら 2捕焦扱主のす量だ介年>}丈態を観察乙た.

2.仏〕 照射l羽誠斜作製; ステンレス扱 (.sU.s-27~唇コ α/抗悦)ょに 0・ 2 パキ治験
アシ毛ニウム寿成から刀をJ電毛手也教燥後1]1昨ヒ(.， (豹10XIO.". .• ，.) _捕集放ヒを義
UがむかにふれrJ¥，'¥ょう l之.をj島iIDL I~ タ前d主のえを右司る ().25m:明恵 2 の白 J雲母
J去をコリメーター包心 2 あ~.持毛テー 7・で包めたあヒ.与の \l' 晶積中の宅急す
量モシリコン表晶f草壁型半卑体模之、~èl詞 M た d ス/マフト o~ トリーによ山則定
した、 フふ!こコリメータ-..t_に高経友のfJ1箔(是才/.，...，?n)の小持を捕集抜包心 1

Jbき、ニれをう古 t'\Ai~自で包んた.真を中矛中怯手照射芭什なうため、石t裂の
キマ 7・むし中 lこ試斜を入れ(豹/oin濯差-J芝l二封入できる )10-)._10-

3 百円.0)もヒ

1ζ真}主封λじたものを照射i有試桝ヒ Lに却す試斜lζ フtl之 l志 161嫌に真空封λ
したものをもう/組j下リ モφ まま放童心 τ捕集抜ヘ勾却す白身のう号来 9荷主長宅

d..&齢攻守の析土、誌面 1\'" るための対照誤料~L... ん

(6]中佐手照射と様集級Lの放射性技濯穣土、;懇中怯子~射 l志 KUR 勾黒鉛鼓悔の
Aη ラム(1t th. : 3.2 X /0" 7I.1c ..... "・sec.ai 5000 K玖 Cd.. ra.tio : 'i?oo)っき73掛lぬ行 riつL

~f.付金数白冷却è-.授射ま夫新ふら捧j長}訟の Jすも包 J) };}静心.梼集漁ゑ訟へ前 ì，~



たすで以放射佐枝撞の i司史.1bよぴ史量φ ため乙リコン半具体義士、器を l布レ， "'2・

dスfマフトロメトリモ什なコk.. 以線検主、が困難哲夫霊長:すの定量で鴇焦被LQU

の介亭~(態のき史容のために.縛集抜色白?と骨を董的合せ. ~.~戸伊中仕ミトê~照射
を行な tl 白J雪..q).1_に生むv... Fission 1子Il.C忙径数九んま lid表分裂及jEJ散をj_土、
古るに的捕、集救急面ヘ~ (，(1λん1%.';f変身委員生阪拘。 5ス1¥0 フトロメトりーを 30lC

ふ (Li) 波五議を l羽 ~l 雀箱放bオィιうさ1 也の比較もttTj:ヮ t':.0 

3 .県中佐手照射;fbよみ!AA射なしの.233す試斜かち得た模集級LIてJlTa¥G反故針世
絵撞の以ス々フトルモ Isl1C勾(b)にたした 中佐与照射L.-T:之主主集抜」こ(乱)に lま枝介
裂性教権コ?ある.23うす白島の跨、老なct'C-7nご見られ 度除.AJ.捕集キみよ lミ 1&白愛好

コリ Jーすーの lit1ζ担当しkすのiri，依1;;)B畏によっ之も説集でき また白壁4与を

i告11k島中怯与野、射による Fission. Tra.c:~の iì時うからも雄がおられ k ‘ 一方股射
なしの詰:斜{b)，ご l手却すのビーフ}d-祐んど免生、才れか.ωょに見られる却す誤料!こ

?昆在する調官(.23.2'0'/羽寸の Aehviヤr司io:6.9之x/o-2) ~ r:A均主張主両氏物によるものの
止が顕著 jこ見られる (CJ.線刻定l宇lて嵐長独仏ら減士、嘉義oo.t.に史lてctJJ.隣Jff_任官
弘"'2JtJ lJ猿弘志のとうち荻コれ1.11l<)乙めま告案ザち糾 E 

め 23~す J;}:汚 *-1之よるもので jまなく殺1r法及たの捗泉
包心 (1産審iA旬から説集tB..工ヘt<.'&<.きあ芝れkもの

'をあ 3 ン包駅前か 3 ・議 Ifr犠弘前~/ 10もりの事均納
r1- 諒土、 UJ長与の数をぶめ~v:..めに会議/jJ犠数也捕急
救 l二入り乙んk政争銀主臥、to♂ fスI¥O?トルモ両日
川五包 dlrのキトロー 7面積から針宜し k 也ふう・

金筆の放射イ巳宏、よリ得k値 ιq-~la: t. 13¥マ K.

患1Jd，';J 臥ちの結果モまとめ k ものであ~. 23~ヮ訟:
斜OJt毛令救命桜島 J)の放土、す底与数of!OJ一報Id:色
口駅.長訴すあJ:u.~;患縮す(~9.8'1)% )の黄色命i二j事.

却すの勅 .3f.きもの投与がj支払すMlK結果Eイ号之 vl} 
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Q: +5000 volt power supply; R: -4000 volt power supply; 

S: Rotary pump; T: Electromagnetic valve; U: Diffusion 

pump; V: Ionization gauge; W: Hand valve; X: Needle 

valve; Y: Gas inlet; Z: To ventilation duct. 
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